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１．議事日程（令和４年第１回北広島町議会定例会）

令和４年３月１０日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

一般質問

≪参考≫

２．出席議員は次のとおりである。

３．欠席議員は次のとおりである。

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

日程第１ 発 議 第 2号 ロシアによるウクライナ侵攻に対し平和的解決を求める決議

（案）

日程第２ 一般質問

伊 藤 立 真 ①ＦＴＴＨ化早期完了と音声放送受信世帯の拡大を

②ドローン活用の環境整備について

中 村 忍

山 形 しのぶ

北広島町教育の現状と今後の展望を問う

北広島町まちづくりセンターのあり方を問う

亀 岡 純 一

梅 尾 泰 文

豊かな森林経営を創り出す方策は

これからもお米づくりはできるのか

１番 亀 岡 純 一 ２番 伊 藤 立 真 ３番 敷 本 弘 美

４番 中 村 忍 ５番 佐々木 正 之 ６番 山 形 しのぶ

７番 美 濃 孝 二 ８番 梅 尾 泰 文 ９番 伊 藤 淳

１０番 服 部 泰 征 １１番 宮 本 裕 之 １２番 湊 俊 文

な し

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 畑 田 正 法 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 槇 原 ナギサ 大朝支所長 小 椿 治 之 豊平支所長 細 川 敏 樹

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 川 手 秀 則 財政政策課長 植 田 優 香

管 財 課 長 高 下 雅 史 まちづくり推進課長 沼 田 真 路 税 務 課 長 矢 部 芳 彦

町 民 課 長 大 畑 紹 子 福 祉 課 長 芥 川 智 成 保 健 課 長 迫 井 一 深
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５．職務のため議場に出席した事務局職員

議会事務局長 三 宅 克 江 議会事務局 小 川 友里江

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） おはようございます。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、議場内に

おいても原則マスクを着用することとしております。マスクをしたままで議事進行させていた

だきます。質問並びに答弁を行う際もマスクをしたままで結構ですので、はっきりと発言する

ように努めてください。皆様のご理解とご協力をお願いします。ただいまの出席議員は１２名

です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お

手元に配付したとおりです。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 発議第２号 ロシアによるウクライナ侵攻に対し、平和的解決を求める決議（案）

○議長（湊俊文） 日程第１、発議第２号、ロシアによるウクライナ侵攻に対し、平和的解決を求

める決議案を議題とします。本案について趣旨説明を求めます。１番、亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 発議第２号、令和４年３月１０日。北広島町議会議長湊俊文様。提出者、北

広島町議会議員亀岡純一。賛成者、同服部泰征、同伊藤淳。ロシアによるウクライナ侵攻に対

し、平和的解決を求める決議案。標記の議案を次のとおり地方自治法第１１２条及び北広島町

議会会議規則第１４条第２項の規定により提出します。ロシアとウクライナによる停戦交渉は

行われておりますが、今もなおロシア軍の侵攻によりウクライナの市民が犠牲になる戦闘状況

は変わらないようであります。一日も早く、市民を巻き添えにして攻撃するような戦闘を停止

するよう、その合意が結ばれることを心から祈ります。では、決議案の朗読をもって趣旨説明

とさせていただきます。ロシアによるウクライナ侵攻に対し、平和的解決を求める決議案。

２月２４日に始まったロシアによるウクライナヘの軍事侵攻は、明らかにウクライナの主権及

び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国連憲章の重大な違反であり、国際秩序の根幹

を揺るがすもので、断じて容認できない。また、ロシアのプーチン大統領は、今回の軍事侵攻

に際し、核兵器の使用を示唆するような発言をしている。さらには原子力発電所や核施設への

農 林 課 長 宮 地 弥 樹 商工観光課長 中 川 克 也 建 設 課 長 竹 下 秀 樹

上下水道課長 寺 川 浩 郎 消 防 長 日 田 靖 成 学校教育課長 植 田 伸 二

生涯学習課長 西 村 豊 会計管理者 細 居 治
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攻撃も行っている。これらのことは、被爆者のこんな思いをほかの誰にもさせてはならないと

の思いから、核兵器の廃絶と、世界恒久平和の実現を願うヒロシマの心を踏みにじるもので、

強い怒りを覚える。ロシアによるウクライナへの軍事侵攻とプーチン大統領の発言に対して、

厳重に抗議する。ロシアは、即時にロシア軍による攻撃を停止し、ウクライナから完全撤退す

るよう、また関係国政府においては、一日も早い平和的解決に向けた外交努力を行うよう強く

求める。 以上、決議する。令和４年３月１０日、広島県北広島町議会。議員各位のご賛

同をお願いいたします。

○議長（湊俊文） これで趣旨説明を終わります。これより質疑を行います。質疑はありませんか。

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はあり

ませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決

をします。本案については原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。（起立全員）

○議長（湊俊文） 起立全員です。したがって、発議第２号、ロシアによるウクライナ侵攻に対し、

平和的解決を求める決議案は、原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２ 一般質問

○議長（湊俊文） 日程第２、一般質問を行います。質問時間は３０分以内とし、また、質問及び

答弁においては簡潔に行っていただくようお願いしておきます。質問の通告を受けております

ので、登壇してマイクを正面に向け、一般質問を行ってください。２番、伊藤立真議員の発言

を許します。

○２番（伊藤立真） ２番、伊藤立真です。今日は、さきに通告しておりますＦＴＴＨ光通信網化

早期完了と音声放送受信世帯の拡大、それとドローン活用の環境整備についてという、２点に

ついて質問してまいります。まず、１つ目、ＦＴＴＨ光通信網早期完了と音声放送受信世帯の

拡大について伺ってまいります。時代とともに通信環境は大きく変わってきました。１９８８

年にサービスが開始されたＮＴＴのＩＳＤＮ、これ日本語で言いますと、サービス総合デジタ

ル網、この回線については、電話サービスは引き続き使えるようですが、デジタル通信モード

のサービスは２０２４年１月に終了するとしています。２０００年代に広く普及したＡＤＳＬ、

これも日本語に訳すと、非対称デジタル加入者線、こういったサービスについては、光通信環

境が提供されない地域では引き続きサービスを提供するとのことですが、光通信サービス提供

エリアでは、２０２３年１月末でサービスの提供を終了するとしています。２０１０年７月か

ら、ＨＦＣ、同軸ケーブルと光ファイバーの組み合わせでネットワークを構成するものですけ

ども、いわゆるきたひろネット、このサービス全面供用開始が町内で開始され、２０２２年今

年４月からはＦＴＴＨ、光通信網によるサービスがちゅピＣＯＭによって順次町内で展開され

ることになると承知をしております。そこで通信速度について、どのぐらい高速化になるのか

調べてみました。当然、契約通信速度や機器、時間帯等によって違いが生じるので、あくまで

参考値ですけども、広島県でのＡＤＳＬ、この通信速度は平均ダウンロード速度が７．６４Ｍ

ｂｐｓ、以下単位を省きます。アップロードが１．８３、きたひろネットは、平均ダウンロー

ド速度が２１．１２、アップロードが３．１８。ちゅピＣＯＭ光、これがＦＴＴＨです。平均
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ダウンロード速度が２７３．３７、アップロードが２０６．５６とありました。この差は歴然

であり、特にアップロード速度では、その差が顕著のようです。数字ではなかなか分からない

ので、実際に文字数に置き換えてみました。１ＭＢのデータ、これは日本語で５０万字、原稿

用紙で１２５０枚分のデータをダウンロードする速度で比較した場合ですけども、ＡＤＳＬ、

７．６４Ｍｂｐｓであれば大体１秒かかります。これが現在の光ときたひろネットでは０．３

秒、ちゅピｃｏｍ光になると、０．０２６秒になります。単純にきたひろネットとちゅピＣＯ

Ｍ光の差が約１２倍違うというふうな数値になってまいります。北広島町にようやく光回線網

が整備されるということになります。日本で家庭用光回線が登場したのは２００３年なので、

実に２０年遅れということではありますが、高速通信回線を待望する声は若い世代や事業者に

限らず、多くの町民が待ち望んでいた環境であり、ようやく標準的な環境が整備されるという

ことになります。ＦＴＴＨ光ケーブル網化による高速通信化もさることながら、せっかくの通

信網を最大限に活用すべく、町内全世帯の加入に向けて町の取組やちゅピＣＯＭの事業展開に

も期待をしたいというふうに思っています。前回の定例会で、地域の防災情報等はきたひろネ

ットの音声放送やスマートフォン情報アプリで知ることはできますが、きたひろネット未加入

者の方やスマートフォンをお持ちでない方、こういった方については情報取得が難しい状況で

あり、情報伝達や高齢者等避難支援について体制を整えておくことの必要性について質問をさ

せていただきました。今回は、このことにも関連づけてＦＴＴＨ光ケーブル化の進捗と加入変

更手続の状況、音声告知放送の受信世帯拡大方策について質問をしてまいります。まず、全員

協議会の中でも報告を受けましたが、改めて現時点での幹線工事等の進捗状況とちゅピＣＯＭ

の戸別訪問の状況を伺ってまいります。幹線状況の進捗状況はいかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 幹線整備の状況についてですけども、町内全域で、おかげさまで無事に

完了しております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 戸別訪問数の状況、これはどういったような状況になっておりますでしょう

か。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ちゅピＣＯＭによる戸別訪問につきましては、２月末現在で２１４９世

帯にダイレクトメールを発送しておりまして、そのうち１２３０世帯で契約が完了している状

況でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 一応進んでいるということ、ダイレクトメールも送られということですね。

昨年１１月の資料で、ちゅピＣＯＭによるサービス説明、契約に関する戸別訪問、これが千代

田エリアは令和３年１０月から令和５年１２月にかけて、芸北エリアは令和３年１０月から令

和４年３月、大朝エリアは令和４年４月から令和４年１０月、豊平エリアは令和４年１１月か

ら令和５年１２月に行い、引込みや宅内工事、これは千代田エリアは令和４年４月から令和６

年３月、芸北エリアは令和４年４月から令和４年１０月、大朝エリアは令和４年８月から令和

５年２月、豊平エリアについては、令和５年３月から令和６年３月にかけてというふうになっ

ておりましたが、これらは予定どおりに進んでおりますでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。
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○総務課長（川手秀則） 現在、ちゅピＣＯＭの社員がダイレクトメールを送付いたしまして、訪

問日程をご本人様と調整した上で詳しい説明や契約に各ご家庭へ伺っております。進捗状況に

つきましては、議員ご指摘のとおり、昨年の区長文書で各世帯にお知らせをしておりますスケ

ジュールどおりおおむね進んでおります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今のところ予定どおりに進んでいるというふうなお答えです。北広島町と同

じようにＦＴＴＨ、光ケーブル化を令和３年度末までにするとして、今事業を進めてらっしゃ

る世羅町、こちらのほうでは、世界的な半導体不足の影響でＯＮＵ、これは光信号をテレビや

インターネット用に変換する機器のことですけども、これらの機器の確保ができていないとい

うことで、設置完了が遅延する見込み、情報では２割足らないというふうな状況のようですけ

ども、こういった影響、北広島町ではありませんか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ちゅピＣＯＭのほうが一括して早めに発注をしておりますおかげで、予

定どおり納品は順調に足りているということを伺っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 確保されているということで、ちょっと安心をしました。ちゅピＣＯＭによ

るサービス説明、契約に関する戸別訪問については、きたひろネット加入者向けに通知がされ

ていますが、直接ちゅピＣＯＭから訪問されるということでよろしいのですね。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ちゅピＣＯＭの担当社員がご本人さんと連絡をお取りいたしまして、ご

本人さんが希望される日程を調整した上で直接訪問をさせていただくということになってござ

います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） ちゅピＣＯＭから訪問されるということです。複数のきたひろネット加入者

の方から、手続はこっちから連絡をせにゃいけんのかねとか、そういった相談を私受けており

ます。加入者の方に直接ちゅピＣＯＭから訪問されるということがしっかり伝わっていないと

いうことで、今の質問させていただきました。昨年１０月２１日付で、きたひろネット加入者

の皆様ということで、町長名で、きたひろネット事業の株式会社ちゅピＣＯＭへの譲渡につい

て（お知らせ）という文書が出ております。今年の４月１日からきたひろネットが行う事業を

ちゅピｃｏｍへ譲渡し、運営すること。この事業に伴う加入者での新たな手続等は必要ありま

せんという記述部分には下線が引いてありましたので、お知らせ文書の趣旨自体はここにある

のかなというふうに読み取れます。最終行に、なお、光ブロードバンドサービスへの移行につ

いては、別途ちゅピＣＯＭよりご案内いたしますという記述が確かにあります。ただ、実感と

して、これから戸別訪問が始まる千代田、大朝、豊平地域では、まだこれから数か月、あるい

は１年先のことであって、訪問があるということの認識がちょっと足りていないのではないか

なという思いがしてます。具体的にどのタイミングで、どのような案内がどのように行われて

いくのかというのをお伺いしてみたいと思います。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 先ほどの文書ですけども、一遍にきたひろネットからちゅピＣＯＭの光

ブロードバンドサービスには移行ができかねますので、４月１日からちゅピＣＯＭがきたひろ
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ネットの事業を承継して運営していくわけですけども、４月１日から運営者は変わってもサー

ビスそのものはきたひろネットと同様のサービスを行ってまいりますので、それについては移

行の手続というのは何ら必要ございませんということの趣旨でございます。宅内の光化を行わ

ないと、先ほど議員ご指摘あったように、高速通信というものは実現いたしませんので、それ

については、戸別にちゅピＣＯＭの社員が訪問し、契約内容をご説明した上で、工事の契約を

結ぶということになっております。芸北を皮切りに行っておりますけども、千代田では北部の

ほうから順次進めておりまして、川戸、蔵迫、舞綱、寺原、今田、後有田ぐらいまでは、ずっ

と南下してきておるわけですけども、郵便の発送と同時にきたひろネットの音声告知放送で、

いついつこういう文書を発送しますということを事前にお知らせして、不審な文書ではありま

せんよと。きたひろネットからちゅピＣＯＭに変わるための光化のご案内ですよということを

周知した上で、訪問が容易に進むように配慮しておるところでございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 郵便と同時に告知放送でもお知らせして、誤解のないように進めていくとい

うふうなことと受け取ります。きたひろネットからちゅピＣＯＭへの運用変更のタイミングに

合わせるかのように、ネットセキュリティー導入しませんかというふうな感じで、町内の中小

企業になろうと思うんですけども、こちらのほうにセールスがあったという例を私聞いており

ます。ちょっと相談がありました。こういった情報というのは町のほうに入っておりますでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 町のほうへは、そういった情報は特にいただいておりません。あくまで

もその会社の訪問、セールスによるものだというふうに認識しております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今回の質問の中にＦＴＴＨとか、光ブロードバンドサービスとか、説明の中

で使ったアップロードとかダウンロードとか、ネットセキュリティーとか、もう片仮名とか英

語とか、とにかく分かりにくい言葉が大変多いです。こういった中で、きたひろネットからち

ゅピＣＯＭへの運用変更、このタイミングに合わせるかのようなセールス、全てがいけないも

のとは当然限りませんけども、こういったことへの注意喚起が必要じゃないかと思いますが、

いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） インターネットサービスにつきましては、きたひろネットで行っていた

ものとちゅピＣＯＭ光が行うインターネットサービスは、どちらもＪ：ＣＯＭ、いわゆるＺＡ

Ｑというふうに愛称で呼んでますけども、そのインターネットプロバイザーですので、今まで

どおり、同様の使い方をしていただけるものと思っております。ただ通信速度はすばらしく向

上してきます。今まできたひろネットが提供しておりましたインターネットサービスとちゅピ

ＣＯＭが提供するインターネットサービス同様ですので、今までどおりのセキュリティー対策

機能というものが装備されておりますので、ちゅピＣＯＭのほうが、社員が訪問した際にそこ

らあたりも詳しく説明をして、ご安心、ご納得の上で契約していただけるように努力してまい

ります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今のお答え自体は、サービス自体の変更はないので、セキュリティー等もこ
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れまでと同様ですというふうな趣旨だろうと思います。私が伺いたいのは、質問の仕方が悪か

ったのかもしれませんけど、加入者の方が惑わされるようなセールスが心配なんです。それに

対する注意喚起ということが必要ではないですかというふうな質問だったんですけど、いかが

でしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 特に高齢者世帯の多い本町では、そういったご心配、誰が来たかよう分

からんというようなことも、そういったこと、声はちょっと耳にすることもございますので、

ホームページ、それから町の広報誌等で、ちゅピＣＯＭの訪問する社員の顔写真と名前を広報

誌のほうにも掲載をさせていただいて、それから必ず社員証を着用して、社用車は、白字にピ

ンクの筋が入ったようなちゅピｃｏｍの特有の社用車で必ず訪問を行うようにして、紛らわし

い不審者が来たというふうなことのないように十分配慮してまいりたいと思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 注意喚起は必要かなと思いますし、ちゅピＣＯＭ自体も今、地上波のほうで

コマーシャルをされてますよね。そういったことも含めて、できるだけ広く皆さんに周知でき

たらなというふうに思います。前回の定例会で、きたひろネット未加入者、これが２３２７戸

で、全体の２７．８％ありますよというふうなお答えをいただいております。地域の防災情報

等を確実に町民の皆さんへお届けする手段として、チャンネル放送や音声告知放送がとても有

効だというふうに思います。きたひろネット未加入者の方にどのように加入の案内を進めるか

を伺ってまいります。ちゅピＣＯＭによる未加入者への案内、これがされる予定、計画とかは

ありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ちゅピＣＯＭは、中国新聞系列の会社ですので、中国新聞を媒体に、４

月１日から北広島町でもサービスを展開しますということは、紙面でご覧いただけているので

はないかなというふうには思っております。ちゅピＣＯＭのほうでは、新規加入者、今はきた

ひろネットに既に加入しておられる方を中心に訪問しておりますけども、別部隊では、新規の

加入者の獲得に向けて集合住宅であったりとか、法人団体等への積極的な加入促進に向けても

取り組んでおられます。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今のきたひろネット加入者の方については引継ぎもあるのでという、割と１

対１で手厚い引継ぎ変更の訪問がされるというふうなことだと思うんですけども、未加入者の

方については、なかなかちゅピＣＯＭさん自体の営業方針もあるでしょうから、難しいところ

もあるかもしれません。きたひろネットに入っていらっしゃらない方が、なぜきたひろネット

に加入をされてないかというふうな理由は把握をされてますか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 世帯ごとの個別の事由については、ちょっと把握はしておりませんけど

も、集合住宅等であれば、大家さんの都合といいますか、そういった引込みに対するお気持ち

というのがございまして、入居者だけの判断ではなかなか加入が難しいといった状況もござい

ますし、ずうっと定住をされている方ばかりではなくて、短期の滞在の方等は、コンセントに

差すだけでネットが使えるというような機器もございますので、なかなかきたひろネットで、

ケーブルインターネットをつなぐまでには至ってないのかなというようなところも感じており
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ます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） そうですね、集合住宅等では大家さんの都合でというのは当然あることだと

は思います。話の持っていき方なんですけども、高齢者世帯とかにできるだけ加入をしていた

だきたいというふうな思いもあるんですけども、未加入者の方の話として、これ結構若い方な

んですけど、きたひろネットの場合ですけど、加入したら、テレビ放送や音声放送だけじゃな

くてネットも一緒に加入しないといけないというふうな思いをしてて、そうすれば、毎月５、

６千円払わなくちゃいけない。テレビ受信はできるから加入しないというふうなことを理由に

きたひろネットに入ってないのよというふうなことをおっしゃる方が数名、私の周りにいらっ

しゃいました。ちゅピＣＯＭの月額利用基本料では、基本コースは、地上波放送と音声告知放

送で、税込みで月額１２１０円ということで紹介されてるというふうに承知してます。ちゅピ

ＣＯＭのチャンネルや音声告知放送は、インターネットやスマートフォンを利用されていない

町内の方、特に先ほども申し上げましたが、高齢者世帯の方々に地域の防災情報等を確実に届

ける手段としてとても重要なツールになるんだろうというふうに思います。今回質問している

この状況ですけども、このこともきたひろネット加入者の方は放送を通じてご覧になることで

きますけども、未加入者の方はそれができないということになります。もちろんインターネッ

トでもご覧になれません。きたひろネット未加入者について、どのように加入の案内をしてい

くか、そういったお考えありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 町としましても、未加入世帯の方、それから新規に転入された定住者の

方、法人や団体など、新たなサービスに一人でも多くの方にご加入いただけるように、あらゆ

る機会を捉えて周知広報に取り組んでまいりたいと思います。きたひろネットからちゅピＣＯ

Ｍに移行しても、情報通信サービスの根幹となりますので、広報誌であったり、公式ホームペ

ージでありましたり、ＳＮＳなど、それからいろんなまちづくりセンターで行われるスマホ教

室とか区長会、それからいろんな会合等、機会を捉えて周知ＰＲに努めてまいりたいと考えて

おります。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） あらゆる機会を捉えて未加入者の方に紹介をしていくというふうなことです

けども、町広報でも紹介をされているのは承知してますけど、こういう町広報誌もなかなか皆

さんがくまなくご覧になるということも、実際問題思うようにいかないケースもあろうかと思

います。そういったことを踏まえて、町広報をお届けするタイミングで構わないと思うんです

けど、地域の区長さんとか集落長さんに回覧文書、あるいは口頭での加入の案内を依頼するな

ど、これは先ほどの似たような便乗のセールスの注意喚起も含めてこういったことをするとい

う取組はお考えになられないでしょうか、どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） これまでも地域のそういったご要望にお応えして、集落単位でまとまっ

て、お寄りとか常会とか、そういった機会を捉えて、一緒に何軒かが集まってそういうサービ

ス契約の会を持たれたというようなことは伺っております。一昨年からずっと新型コロナの影

響がございまして、なかなかみんなで密の状態はつくれないといったことがございましたけど

も、そこらあたりは十分注意しながら、できるところは、そういった集合の契約に関する集会、
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そういったことができる状況であれば開催してまいりたいと考えます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） できるだけ、特に高齢者世帯の方の安全のことも含めて、積極的に未加入者

の解消、これに取り組んでいただくことを期待しておきます。続いて２つ目、ドローン活用の

環境整備について伺ってまいります。最近の技術革新はめまぐるしいものがあります。その１

つにドローンが上げられると思います。町内で活用されているドローンとしては、稲作防除に

使われるものが普及をしておりますし、既にビジネスとして運用されている実態もあります。

ドローンの活用は、これから加速度的に広がるという見方が多く見られます。ＪＡｃｏｍ、こ

れは農業協同組合新聞、これのサイトですけども、この中に農業分野での活用について、ドロ

ーンの活用、防除にとどまらず、獣害対策、農地巡回、収穫への活用、情報、広報媒体として

の活用、災害時の活用を掲げ、農業・農村を活性化させるための取組について、ＪＡと連携を

進める空をシェアし、空の道をつくるという会社の記事が掲載をされております。ドローンに

ついては、中山間地域に居住する高齢者の買物難民対策、医薬品配送、災害被害状況調査、建

物等点検業務など、多くの分野で活用が期待をされ、各地で自治体が参加した実証実験も行わ

れております。今年の１月には、福山市で大手石油会社がドローン機体のシェアリングサービ

スと、整備点検サービスの事業化の実証実験を行っておりますし、最近では、２月に江田島市

で、リモート診療後に患者さんに薬を届けるという実証実験を行うなど、新たなビジネス展開

と雇用の創出につながってる例があります。北広島町長期総合計画後期基本計画に掲げる施策

分野の中に、民間ビジネスとして活用できる分野もありますし、これからのまちづくりのモデ

ルの一つになる可能性があると考えます。ただ、ドローンの普及拡大とともにオペレーターの

育成や関連する航空法の改正に対する対応、運用モラルなどクリアすべき課題もあります。急

速に拡大するドローン活用のニーズや課題、今後の考え方について伺ってまいります。現在、

町で運用しているドローンがありますけども、その使用目的や使用頻度について伺います。

○議長（湊俊文） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） 現在、町で直接運用しているドローンは管財課で使用している機体がご

ざいます。建物点検健全度調査等のうち、点検箇所が高所で困難なものや足場が必要となるよ

うな建築物の屋根及び壁等の近接目視点検に月１回程度の頻度で使用しております。また、今

年度につきましては、８月豪雨災害の状況調査でありましたり、災害廃棄物の仮置場の状況把

握等に利用しており、そのほか、飛行可能な条件が満たせるものについては各課からの依頼で

空撮等を行っている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今現在、町で運用されている状況をお知らせいただきました。昨年１０月２

８日に自動配送ロボットの実証実験がまちづくりセンターで公開をされました。少子高齢化が

進む中で、特に中山間地域のラストワンマイル問題の課題解決に新たな物流インフラとなり得

る自動ロボットの検証でありました。同じ問題解決の可能性をドローンも持っています。どち

らも社会の中でインフラ機能として活用するためには、ロボットでは陸路、ドローンでは空路

の確保が必要になります。共通課題として考えられる課題は、民法第２０７条が定める地権者

の権利に基づき、ロボットやドローンの事業者と地権者の合意形成が必要だということがあり

ます。ドローンにおいては、ユーザーと土地所有者をつなぐプラットフォームを展開する事業

者が既にあり、特許取得された上空空間のアドレス管理という仕組みで構成されたビジネスモ
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デルの実証実験が行政やＪＡ、電力会社などが関わり、もう既に行われています。この取組で

行政等に期待されていることは、設備等の投資ではなくて、まずは空路の確保に向けた支援が

欲しいということのようです。私自身このこと、ドローンの活用ですね。このことをもっと詳

しく調べていこうというふうに思っていますけども、まずは、町がドローンの可能性や活用に

ついてどのような認識を現時点でお持ちなのか、それを知っておきたいと思います。

町内でのドローン活用について、期待する分野などの認識を伺います。

○議長（湊俊文） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） ドローンの活用につきましては、議員のおっしゃいますとおり、物流イ

ンフラとしてはもちろん、スマート農業、有害鳥獣対策、災害対応、施設点検など多様な分野

での活躍が期待でき、現在も公共施設の調査、点検などへの利用による業務効率化、農家のス

マート農業導入による負担軽減など、行政サービスの効率化や暮らしの利便性向上など、課題

解決へ向けた可能性を感じております。技術革新、来年度の航空法の改正や国の動向なども注

視しながら、本町に見合った活用方法を調査、研究していく必要があります。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 期待される分野がたくさんあるよというお話をいただきました。その話にも

ありましたように、ドローン活用は様々な分野がありますけども、獣害対策の観点から、赤外

線カメラを搭載したドローンの運用などについて、要望が町のほうに上がっているというふう

なことはありませんでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 獣害対策のドローンの運用につきまして、農林課からお答えいたします。

ドローンには、様々な分野で活用されておりまして、有害対策につきましても運用が始まって

いますけども、現在のところ、要望でありますとか、問合せ等についてはない状況でございま

す。ただ、ドローンによります獣害対策につきましては、２つの役割があるというふうに聞い

ております。まず、１つ目としましては、野生鳥獣の監視でございます。ドローンに搭載しま

したカメラを用いて監視でありますとか、生態調査を行いまして、その行動を把握することで、

様々な効果を対策を効果的に行うことができます。それから２つ目としまして、ドローンの飛

行によりまして、追払いを行うことができます。飛行音でありますとか超音波、ライトなどで

威嚇することによって、そういったことで可能であるということも聞いている状況でございま

す。今後の対策における運用について検討すべきだというふうに考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） ありがとうございました。可能性がある、今の農業分野だけでも、獣害対策

だけでも、今お話いただいただけの可能性があるということです。ドローンの活用については、

例えば旧川迫小学校校舎を今サテライトオフィスとして活用する事業が進められておりますけ

ども、近くに飲食店や店舗がないことから、ドローンを利用した物品提供環境が誘致をする上

でのセールスポイントになり得るということも想像できるのではないかというふうに思います。

実際、神石高原町では、中山間地域特有の課題をデジタルを用いて解決し、中山間地域の革命

をもたらすとするスーパーシティ構想の中に先進的サービスの概要として、ドローンによる社

会資本インフラや森林管理を掲げて医療機関間の医薬品の配送や食料品の出前、森林管理と運

搬による山守の支援等の取組を進めているということがホームページ上に上がっておりました。

ドローンが中山間地域の弱点を長所や話題に変える可能性があると考えています。ドローンの
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安全で適正な運用環境を整えていくということは、これからのこの地域において考えておくべ

きことというふうに私は思っていますけども、これらのことについて、ドローン活用について

町ができる、またはしておくべき環境整備への認識を伺えればというふうに思います。

○議長（湊俊文） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） 現在、本町においては、ドローンに対して建物の点検等の実務での使用、

また民間でのスマート農業への活用等にとどまり、空路整備や環境整備に対し、安全性、費用

対効果などを踏まえ、慎重に検討しているところでございます。しかしながら、空飛ぶ産業革

命と呼ばれるドローンの急速に発展する可能性に対し、国の法整備の動向や最新技術の発展を

注視し、本町にとって有効な活用方法を模索するため、デジタルトランスフォーメーションに

対する検討、整備を推進していく必要があると考えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 先ほどお答えの中にありましたように、法整備、航空法の改正もこれから含

まれてくるし、ドローン自体の、車でいう車検のような制度の導入も取り沙汰されているとい

うことを考えると、いざ活用できる環境になった時に間に合うような体制づくりをあらかじめ

しておかなくちゃいけないのかなというふうな思いが私自身しております。先ほども述べまし

たけども、私自身このドローンの活用の可能性について、これから機会あるごとに調べていこ

うと思っています。今回は導入、運用しているかということで、管財課の方からその概要につ

いてお答えいただき、また、農林課のほうにもお答えをいただいておりますけども、説明の中

で申し上げましたとおり、可能性の分野というのは本当にいろんなところに広がっています。

農業分野だけではなくて商工観光の部分であるとか観光であるとか、医療の関係であるとか、

あるいは学校関係もこれから出てくるかもしれません。そういったことを考えると、先ほどの

質問には管財課と農林課のほうでお答えをいただいておりますが、担当窓口といいましょうか、

これらを一括でまとめて対応いただける部署、これがどこが適切になっていくのかということ

だけ確認をさせていただければと、今後のことも含めて、そのことをお知らせいただきたいと

思います。いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 副町長。

○副町長（畑田正法） ドローンの有効活用ということでありますけども、今、議員からお話があ

りましたように、いろんな分野での活用が期待されますし、効果も期待されるものであります。

課題につきましても、法整備の関係も様々ありますけれども、これについては今後町としても

取り組んでいく必要があるというところで、窓口的には明確な位置づけはまだしておりません

けども、まずはＤＸであったり、政策分野のところでの対応で、幅広いところの検討をしてい

く必要がありますので、まずはそこら辺の部署、ＤＸ、あるいは政策立案でありますとか、そ

ういうところでまずは考えていきたいと思っております。いずれにしましても環境整備、早急

に進んでくると思っておりますので、それに対しましては、遅れを取らないような形で対応し

てまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 前向きなご回答いただいたと思います。一緒にこの地域がこれ以上寂しくな

らないようにというのが適切かどうか分かりませんけども、暮らしやすい環境整備の一つのツ

ールとしてドローンを活用できるようなことを一緒に考えていければなというふうに強く思い

ます。以上で、私の質問を終わります。
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○議長（湊俊文） これで伊藤立真議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。１１時

までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １０時 ５１分 休 憩

午前 １１時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。４番、中村議員の発言を許します。

○４番（中村忍） ４番、中村忍です。本日は、北広島町教育の現状と今後の展望について質問し

てまいります。北広島町教育の現状と今後の展望でございますが、さて近年、グローバル化や

人工知能、ＡＩなど技術革新が急速に進み、予測困難な時代を迎えております。１０年前まで

は考えられなかった激しい変化が起こっており、今後も社会の変化はさらに進むものと想定さ

れます。海外の専門家の中には、今後１０年から２０年程度で半数近くの仕事が自動化される

可能性が高いと述べておられる方もいます。進化した人工知能、ＡＩが様々な判断を行ったり、

身近なものの動きがインターネット経由で最適化する時代が到来したりして、社会や生活を大

きく変えていくことが予測されます。このような中、戦後８回目の学習指導要領の改訂が行わ

れ、小学校は昨年度から、中学校は本年度から全面実施されております。この改訂を機に学校

で学んだことが子どもたちの生きる力となって、その先の人生の幸せにつながってくれること

を切に願うものでございます。そこで教育改革の節目を迎えている今、北広島町教育の現状と

今後の展望についてお伺いをいたします。まず、１点目でございます。１点目は、北広島町教

育の推進についてであります。町内の小中学校では、学校の情報公開、ふるさと夢プロジェク

トやキャリア教育、そして体・徳・知に係る学校教育の取組、また先生の姿勢や子どもの学ぶ

姿、学力の定着など、１９項目にわたる北広島町教育充実のための保護者アンケートを年２回

実施されています。そこでお伺いいたします。保護者アンケートの結果をどう受け止めていま

すか。また、分析した結果をどう活用していますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 保護者アンケートは、学校の教育水準向上に向けた学校評価を行う

上で実施しており、学校目標の達成度合いの把握や改善の指標として活用しています。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 多くの項目におきまして肯定的な評価が７割から８割あります。おおむね良好

な結果だと思います。しかし子どもは、将来北広島町に住みたいと思っているという、この項

目だけは、肯定的な評価が３割５分程度でございます。このことをどう受け止め、それをどう

分析、改善していきたいとお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 本町では、ふるさと夢プロジェクト事業に取り組んでおりまして、

将来を担う子どもの育成ということを目標に掲げており、この設問がございます。現状として、
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そういう数値だということを受け止めて、しっかり改善、向上にも取り組んでまいりたいと思

っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 私個人の受け止めですが、ふるさと夢プロジェクトというのを大変丁寧な取組

をされておる。とりわけ６年生の取組は、あの講演は子どもの心に響くとてもいいものだと思

っております。しかし、この設問そのものをもう少し考えて、子どもの生き方とかそういうこ

とにつなげる、そういうことをもっと力を入れられたらよいのではないかと思います。さて、

アンケートを踏まえて、取組の工夫、改善を行ったり、保護者に協力を求めたりしていること

と思いますが、それを保護者や地域にどのように公表し、周知しておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校だよりや学級通信などを通じて公表しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校のホームページ等、適切に掲載されておるでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校のホームページに公表しているのは一部の学校でございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） それでは次に移ります。令和２年３月に示されました第２次北広島町義務教育

振興基本計画では、豊かな人間性と文化を育み、一人一人が共に輝く義務教育の実現を基本理

念とするとうたわれております。高い志を感じます。この言葉に込められた思い、その背景や

そこに至った考えについてお伺いをいたします。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 計画の策定に当たりましては、本町の誇れる豊かな自然、伝統、文

化、人と地域のつながりの深さを大切に、一人一人の児童生徒が体・徳・知で、生きる力を育

み、たくましく主体的に成長してほしいという思いを込め策定しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） その志が一層丁寧に具現化されることを期待しておるところでございます。さ

て、ＩＣＴの活用が欠かせなくなった今、学習指導要領の改訂を受けて、個別最適な学び、協

働的な学びなどによって全ての子どもたちの可能性を引き出すことを目的とするなど、学習指

導要領でうたわれている力、生きる力をつけさせるためには、大きな転換が必要だと思います。

一朝一夕にはいかないことだと思いますが、どのようにこの改革を進めていく所存でございま

しょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学習指導要領には、個別最適な学び、協働的な学びに向けた授業改

善としてＩＣＴの活用がうたわれており、本町におきましては、１人１台端末など、学校ＩＣ

Ｔ環境の整備、教職員指導力及び児童生徒の情報活用能力の育成、ＩＣＴ教材の導入、活用に

取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今おっしゃっていただいたことは、概ねギガスクール構想をしっかり丁寧にや

っていくということだと思います。予算はかかると思いますが、ＩＣＴの教材、デジタル教科

書等、ご検討今後いただければと願っております。さて、学校教育の効果を常に検証し、改善
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を図りながら取組を継続していくことが求められるところでございます。取組の状況や学力の

定着について、どう評価されていますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 先ほどお答えいたしました学校評価であったり、各学力調査などで

評価を行っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 生きる力についてでございますが、この生きる力というのは、いわゆる学力調

査等のペーパーテストでは測れないものでございます。取組が実っているかどうか、どのよう

な力がどこまで獲得されているのかについては、どのように評価をされておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） これについては、おっしゃるとおり、学力調査では測れませんので、

学校におけるコミュニティ・スクールでの評価であったり、教職員のしっかりとした向き合っ

ての評価ということで判断をしております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校の先生方の丁寧な見とり、これが重要になってくると思います。今後とも

ご指導のほどよろしくお願いいたします。学習指導要領の改訂では、よりよい学校教育を通し

て、よりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し、社会との連携及び協働によりそ

の実現を図っていくという、社会に開かれた教育課程の実現を重視されておられます。つまり、

保護者や地域住民が学びの方向性を確認し、学びの輪に加わる重要性が強調されているのでご

ざいます。だからこそ、保護者や地域住民に対する一層丁寧な情報共有が求められると思いま

すが、どう進めておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校だより、学級通信の発行でありますとか、学校ホームページで

の公開、また学期末における学級会などを通じ、学校の取組などを分かりやすく情報開示する

ことで、保護者、地域住民などのご理解と参画をいただき、学校、家庭、地域の連携協力によ

る学校づくりに努めております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 町内の小学校、中学校のホームページ全て閲覧させていただきました。まだま

だ教育に関する情報共有は極めて弱いんじゃないかなというふうに私は感じております。改訂

されました学習指導要領の趣旨を踏まえた時、保護者のみならず地域に対しても情報発信を一

層丁寧に行うことが学校にも教育委員会にも求められることではないかと思います。また、ア

ンケートの数値は、あくまでも平均値でございます。大切なのは一人一人の成果と課題に丁寧

に向き合うことで、学校教育に対する信頼、これが一層高まっていくと思います。今後を期待

しております。続いて２点目の質問に移ります。コミュニティ・スクールの推進についてであ

ります。教育再生実行会議、中央教育審議会等の意見を受け、平成２９年３月に地方教育行政

の組織及び運営に関する法律の一部が改正され、全ての公立学校で学校運営協議会の設置が努

力義務となりました。このことによりコミュニティ・スクールの導入は急激に増加してきてい

ます。しかし、導入については都道府県によって大きな温度差があります。隣の山口県では、

９０％を超える学校に導入されていますが、本県では３０％以下でございます。そのような中

ではあるんですが、本町では、全小中学校に導入することを目指しておられます。大変すばら
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しいことだと思います。コミュニティ・スクールの取組は、学校や保護者、地域の皆さんが共

に知恵を出し合い、地域とともにある学校づくりを進める法律に基づいた仕組みです。さらに、

お手元の資料に示しておりますように、目標やビジョンを共有し、コミュニティ・スクールと

地域学校協働活動を一つの取組としていくことで、教育活動や地域学校協働活動の充実や活性

化が図られ、一体となって子どもたちの成長を支え、特色ある学校づくりを進めていくことも

できます。そして、この取組は、地方創生の観点から考えても学校という場を核にして、地域

への愛着を育みながら、地域のつながりを深めることも期待できる非常に有効な取組であると

考えます。以下、本町の教育推進の基盤となるコミュニティ・スクールについて、本町の目指

す姿について伺います。まず、コミュニティ・スクールの取組を導入しようとした経緯につい

て伺います。なぜ必要だと考えられたのか。また、何のためにどう活用したいと考えて導入さ

れたのでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 本町では、平成２６年度から地域により開かれた学校づくりを進め、

北広島町の児童生徒の成長を地域の方とともに地域の子どもとして支えていくことを目指し、

この制度に取り組んでいます。学校と児童生徒が地域との絆を深め、地域づくりの担い手の育

成につなげたいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校運営協議会の円滑な導入や学校運営協議会の効果的な運営の継続を図るた

めに教育委員会はどのようなことを重視されましたか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 各学校ともそれぞれ地域の実情が違うことから、地域の実情に応じ

たメンバーのお願いや活動に協力をしております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 私は、この委員さんというのは大きな役割を果たす、人の力ってすごく大きい

と思います。委員としての自覚、やる気、そういうものをどのように醸成されたんでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） やる気を直接上げてくださいということではなくて、やはり地域で

一緒になってやっていきましょうという、こちらの熱意、お願いでお願いをしております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 分かりました。コミュニティ・スクール設置に当たって、教育委員会としては

どんな役割を今果たしておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） コミュニティ・スクール設置に当たっての設置、運営に当たって指

導助言を行っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 教育委員会のバックアップ、非常に大きな力となってくると思います。とりわ

け、それぞれの学校の所属長にとっては、この支えが何よりの支えになっていきますので、今

後ともどうぞ継続のほうお願いしたいと思います。では、コミュニティ・スクールの推進体制

について伺います。学校運営協議会の構成人数、参加メンバーはどのようになっていますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。
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○学校教育課長（植田伸二） 構成人数は、各校１０名から１２名程度で、参加メンバーはＰＴＡ

役員、地域協議会、振興会の役員、民生委員児童委員、地域活動団体の役員、老人クラブ役員

の方などで構成されております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） そのメンバーの中に地域学校協働活動推進員の配置はされておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 協議会の中には直接参加をしておりません。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 地教協法の第４７条の５に地域学校協働活動推進員の学校運営会議の委員への

任命についても明記をされております。さらに、この推進員は、先ほどの資料にもございまし

たように、コミュニティ・スクールの取組を進めるキーパーソンでございます。学校や教育委

員会からも密に連携されて、信頼関係を高めておくことが必要な人材であると考えますが、今

後新たに任命をするとか、そういうお考えはございませんか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 現在、本町の地域学校協働活動推進員は生涯学習課の職員というこ

とでなっておりまして、そこの人選については、また今後必要に応じて見直しを図ってまいり

たいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） コミュニティ・スクールがただの学校運営協議会を設置するだけ、これでは広

がりはないと思います。先ほど、気持ちの上では、教育委員会のほうもお持ちだと思いますが、

地域としっかりつながる、つなげる、そういうキーになる人がおられることで、この取組が一

層地域づくりに役立ってくるものと思います。さて、コミュニティ・スクール推進員、ＣＳマ

イスターという方がおられますが、その活用は本町ではされておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 協議会での熟議の場に講師として来ていただいた事例はございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 積極的な活用して、とりわけ新たな設置校においては、どんどん活用されれば

よいと思います。学校運営協議会の開催回数は何回ぐらいを想定されておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 年間３回から４回です。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校評価の意味合いとかも、そういうのもあろうと思います。それから本当に

共有せないけんこと、そこでしっかり熟議せないけんこと等あろうと思います。私は４回から

５回ぐらいは要るんじゃないかなと勝手に思っておりますが、しっかりコミュニケーションと

れるような、共通理解がとれるような、そういう開催であってほしいと思います。さて、学校

運営協議会の開催時間、主にどの時間帯で行われておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 仕事の終わられた午後７時からとか、そういった夜の時間でござい

ます。昼の時間に開催されている協議会もございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。
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○４番（中村忍） この後の質問にも関連するんですが、私はこれは昼の時間にぜひやってほしい

と思います。と申しますのが、子どもの姿を直接見ていただくよい機会だと思います。夜やっ

たんでは子どもの姿はありません。もう一つ、学校の職員の働き方改革にも逆行するものだと

思いますので、その辺ご検討いただければと思います。最後、校長のリーダーシップが一層発

揮されるための環境の整備、どのように行われておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 熟慮と議論を重ねることで、保護者や地域住民等、学校と顔が見え

る関係となられて、学校の応援団となっていただけるように取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） もう１点、学校の校長として、多分欲しいなと思っておられることは、隣の学

校、隣の地区、どうやっとるんかなと。お互いの情報共有の場をしっかり設けてあげる。そう

いう中で、教育委員会として、これがええぞ、こうしてみようやとか、そういうふうな指導も

私は良いんではないかなと思います。続いてコミュニティ・スクールの現状について伺います。

学校運営協議会では、学校と委員は、どんなことを共有するようにしていますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） それぞれの学校課題、目標、方針などを共有しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） しっかりビジョンを共有するということが何よりと思います。学校運営協議会

で熟議というのが進め方として示されておりますが、この熟議、どんなことが多く取り上げら

れておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校評価や地域協力活動について取り上げられております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 多くの方が一つの課題について多様な意見、多様な角度から述べることによっ

て、学校の職員のほうも多様な見方ができるようになってくるものと思います。しっかりした

意見交流、そういうものを大事にしていただければと願っております。学校運営協議会と地域

学校協働活動をどう繋ぐように努められておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 地域との協働は学校運営をする上で欠くことのできない活動である

として、情報共有、連携・協力に努めております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） これがこのたびのコミュニティ・スクールで一番大事なことだと私は思います。

あるコミュニティ・スクールの状況をお伺いしますと、学校が地域にしていただきたいこと、

一覧表でばあっと出されます。それに対して、誰ができるか、そういうものを先ほど申しまし

た中間に位置する地域学校協働活動推進員がそのことを整理して取組を進めているということ

も伺いました。そこをしっかりやっていくというのが、今後のコミュニティ・スクールの成否

にかかってくると思います。地域学校協働活動を円滑に進めるために配慮されていることにつ

いて伺います。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校からの積極的な情報提供、情報共有であります。
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○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） コミュニティ・スクールによる成果、現れていると思いますが、どんな場面で

出ておりますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校、教育委員会などへご提言をいただいた場合であるとか、学校

行事への参加状況、協力活動の状況から見受けられると思っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 一番良いな、これ一番の成果だと思われることはどれですか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 各学校それぞれ状況違いますので、早くに始められた豊平学園では、

あらゆる行事に地域の方、参加をしていただいております。また、壬生小学校では金管バンド

の支援であったり、そういったことで、各校特色ある活動をされておるというふうに思ってお

ります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） それぞれの学校の特色に随分生かされたということを今おっしゃったように思

います。私は、よその例をお伺いすると、地域行事に子どもの参加が多くなったよと。そうい

うこともお伺いしております。改善を図っていきたいこと、どんなことがございますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） まだまだ多くの方に関わっていただきたいというところでございま

す。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） それから次に移ります。学校運営協議会の活性化に向けて、教育委員会はどの

ような支援や関与をされておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 協議会の開催に直接参加をするなど実態把握に努めており、学校と

ともに課題の共有、解決を図り、会の活性化に取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 大変バックアップがすごいなと思っております。学校運営協議会は、協議の結

果に関する情報を地域住民等に提供するということが、これも地教協法のほうに示されており

ます。どのように提供されておるのか、情報発信は適切なんか、そこの点についてお伺いをい

たします。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校やホームページでの公開に努めております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校によっていろいろ差があるんじゃないかなと思うんですが、地域だよりを

やっぱり保護者とか地域へ回覧するとか、そういう取組されておるところが多いんじゃないか

と思います。そういうことを今後も一層大事にしていただきたいと思います。最後にコミュニ

ティ・スクールの円滑な運営を通して学校と地域がパートナーとなっていくことで、目指す未

来をどう描いておられるのか、教育長の所見を伺います。

○議長（湊俊文） 教育長。
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○教育長（池田庄策） 学校と保護者や地域の皆様が共に知恵を出し合いながら、学校経営に意見

を反映をすることで、一緒に協働しながら、子どもたちの豊かな成長を支え、地域とともにあ

る学校づくりということを目指していきたいと考えております。以上です。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校と地域で一体的に効果的に機能を発揮する上で重要なことはビジョンの共

有、これはもう申すまでもないことだと思います。また、それをつくり上げていくプロセスも

大事だと思っております。大人も子どもも学び続ける社会を共にして、自分たちの力で学校や

地域をつくり上げていく、子どものために学校をよくしたい、元気な地域をつくりたい、そん

な志が集まる学校、地域がつくられて、そこから子どもたちが自己実現や地域貢献など、志を

果たしていける未来こそ、これからの未来の姿であって欲しいと考えます。コミュニティ・ス

クールの取組は、本当にわくわくしてくる取組であります。今後レベルアップによって社会に

開かれた教育課程の一層の実現を期待しておるところでございます。それでは３点目の質問に

移ります。教職員の働き方改革であります。社会の変化に伴い、学校が抱える課題が複雑化、

多様化する中、教職員の長時間勤務という看過できない実態が明らかになっております。現在、

学校教育が上げてきた大きな蓄積と、高い効果を持続可能なものとして学校教育を円滑に実施

していくために学校における働き方改革が進められている最中であると思います。以下、町の

取組について伺います。働き方改革の目的、どう捉えておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 教職員の健康と福祉を確保することで、学校教育の維持向上を図る

ことでございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 町内の学校の教員の働き方改革と勤務時間にかかる方針、どう定めておられま

すか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 町の方針としまして、取組の進捗を図る指標としまして、子どもと

向き合う時間が確保されていると感じる教員の割合を８０％に、時間外在校時間について、月

８０時間以上の者をゼロに、年次有給休暇を年間１０日以上取得する職員を１００％になるよ

う取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 勤務時間の上限の目安といたしまして、１か月４５時間を超えないようにと定

めておられますが、その達成状況はどうでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 令和２年度の実績で小学校８４．１％、中学校５４．１％、町全体

で７４．１％です。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） まだまだというところであろうとは思いますが、それでは働き方改革の取組の

現状と課題について伺ってまいります。まず、学校の取組について伺います。各学校において

は、働き方改革の推進に向けてどのような取組を行っておられるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 各学校におきましては、部活動の見直し、留守番電話の設置、校務
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支援システムの導入、定時退庁の実施、町立学校一斉閉庁の設定など行っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 各学校の取組から見えてきた成果や課題はどうでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 取組の成果としまして、勤務時間縮減の成果は現れているものと考

えております。しかしながら、８０時間を超える職員も見られ、引き続き組織的な対応、分掌

の適正化などが必要であると考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 教育委員会の取組としてということでお伺いしたかったんですが、先ほど学校

教育課長のほうからは、学校の取組として５点、部活の運営の見直し等々、るる挙げていただ

きました。その５つの取組で気になるのが留守番電話の設置、これはちゃんとできているでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 設定しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） それでは、学校の先生たちの業務の持ち帰りについて伺います。それぞれの先

生のご家庭の都合などもあり、業務の持ち帰りをされている先生方はまだまだおられるのでは

ないでしょうか。業務の持ち帰りを行うということは、働き方改革の趣旨に反することと捉え

ます。自宅に仕事を持ち帰る、言葉は悪いですが、いわゆる隠れ残業は数多くあると思います。

こうした実態についての見解を伺います。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 自宅への業務の持ち帰りはするべきではなく、勤務時間に行うべき

ものであると考えております。こうしたことのないようしっかりと取り組んでまいりたいと考

えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 私も経験上でございますが、家庭での子育てとか、そういうことがある職員、

やむを得ずというのも分からんでもないんですが、極力ないようになればと願っておるところ

であります。さて、働き方改革に取り組んだ結果、現場の教職員は、今、現状をどう受け止め

ていると捉えておられますか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 取組の意義を理解し、目標の達成に取り組んでおられるものと考え

ております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 働き方改革の今後について伺います。今年１月、文科省が示した４項目の論点

のうち、学校経営のために教育委員会が果たすべき役割として、学校現場の様々な課題に迅速

に対応しつつ、教職員が目の前の教育課題に集中できる環境を整備するために、例えば学校管

理業務の一部を教育委員会が分担することも考えられるのではないかという認識が示されてお

ります。そのことに対する見解をお伺いいたします。

○議長（湊俊文） 教育長。

○教育長（池田庄策） 学校負担の軽減に向けまして、でき得る部分については、実施の検討をし
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てまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 新しい義務教育の在り方が模索されておりますが、令和４年度から教科担任制

が導入されます。この教科担任制の導入の狙いとして、教員の指導力、児童の学力向上、教員

の働き方改革、多面的な指導や児童理解、中１ギャップの対策といった４つの観点が示されて

おります。とりわけ働き方改革の側面において、教科担任制の下、空き時間の創出や担当教科

を減らすことで日々の負担が軽減されることが期待されています。教科担任制の推進に係る広

島県の研究校からは、担当教科が減ることで授業の準備時間は以前よりもゆとりをもって確保

できるようになった。より効果的に働くよう意識を変えていきたいなど、教科担任制の効果の

大きさについて、肯定的に語られております。現在、本町では、スクールサポートスタッフ、

短時間勤務職員を多数確保されておられます。これらの方々の配置を工夫することで、教科担

任制の実施も可能であると思います。これからも働き方改革は一層進められていくと思います

が、その進捗や成果について、現状をどう評価、検証し、今後の対応を計画されておられます

か。

○議長（湊俊文） 教育長。

○教育長（池田庄策） まず、スクールサポートスタッフでございますが、配置につきましては、

県教育委員会に要望はしておりますが、全校配置には至っておりません。再任用短時間勤務職

員は、定年退職予定者に積極的に希望者を募っておりますけれども、活用については、配置学

校において専科指導や個別対応に当たっております。このような中、学校は限られた人員で業

務に取り組んでいるのが実情でございまして、各校共通の悩みでもあります。校長研修会など

で常に情報共有に努め、業務改善等の効果的な事例は積極的に導入し、町教育委員会といたし

ましても一緒に取り組んでまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） とりわけ教科担任制については、山間部ではゆっくりとした対応でもいいとい

うことを述べられております。今後、人員確保は大変だと思いますが、そこら辺取り組んでい

ただき、進めていただければと願っております。私は学校の様子を、家が近い関係もあってよ

く見させていただくんですが、休憩時間、先生方が校庭で子どもたちと一緒になって活動され

ている姿をよく目にします。一生懸命子どもたちと向き合おうとされている姿がとても印象的

であります。しかし学校現場は飽和状態にあると思います。仕事量を減らさん限り、問題の根

本的な解決は図れないと思います。さらにサポートに当たる人材確保も重要でございます。働

き方改革は全ての子どもたちのためになる改革であるという原点になる認識を忘れずにこの取

組の一層の推進を期待しておるところでございます。さて、最後の質問に移ります。本年度の

成人式は、Ｗｅｂで行われ、きたひろネットで当日の様子が放映されました。とりわけ感謝の

言葉や決意が述べられた、二十歳のメッセージは感動的でございました。中でも、神楽を通し

てまちの雰囲気や地域が一体となっている地域の良さを体中で感じて育った若者が人口減少に

よってふるさとが衰退していくことに危機感を持っておられたことは印象的でございました。

大学に進学して、地元を離れ、ふるさとを振り返ったとき、自分の育ったふるさとは、新しい

ものを受け入れることがとても苦手な地域なんだなということに気づいたことや、こうした風

潮を変えていくよう、皆さんと地元を再構築していきたいという志も語られました。そして結

びに、町長へのお願いとして、次のように語られました。雇用が生まれ、その子の子どもが育
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つような場所がなければ、地元に住むという選択肢はなくなる。保育園や小学校といった教育

施設は、地域にとっても宝のような存在である。年々入学人数が減り、存続が厳しい状況では

あるが、何とぞよろしくお願いしますと。北広島町においては、約半世紀前の昭和３８年には

小学校が３５校ありましたが、現在はわずか８校となっております。これは著しい人口減少に

伴い、複式学級解消を名目にした学校適正化を進めてきた結果でございます。学校の統廃合は

地方創生に逆行するという議論もございます。小規模だから成長に悪影響があるというデータ

はありません。学校はふるさとの良さを大いに学ぶ学習を進める大切な拠点であると思ってお

ります。二十歳の若者のメッセージを受け、町長の所見をお伺いします。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） 成人式での二十歳のメッセージは、私も直接会場でお聞きし、新成人の方の

将来に大いに期待をしているところであります。本町では、複式学級の解消や安全な施設環境

の確保など、児童のより良い成長を目的に、小学校の適正配置を行ってきた経緯があります。

学校は、地域のコミュニティーの核としての性格もあり、防災や保育、地域文化の継承、交流

の場であることなど、様々な機能を持っています。また、学校教育は、地域の未来の担い手で

ある子どもたちを育む営みでもあります。本町では、ふるさと夢プロジェクトや各学校におけ

るふるさと学習など、将来の北広島町を担う子どもたちの育成に取り組んでいるところであり

ます。今後の学校の適正配置を考える上でも、このことをしっかり踏まえ、地理的条件や地域

事情も十分に配慮した上で検討していくべきだと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 本日質問いたしましたコミュニティ・スクールを核とした学校づくりは、本町

の目指す協働のまちづくりを支える大きな一つでございます。また、教育への投資は、本町の

未来を確かなものにするための先行投資であるということを肝に銘じていただいて、これから

の町政運営に当たっていただきたいと思います。以上で私の質問を終わらせていただきます。

○議長（湊俊文） 暫時休憩をとります。午後１時までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 ４５分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。午前中に引き続き一般質問を行います。６番、山形議員の発言を

許します。

○６番（山形しのぶ） ６番、山形しのぶでございます。さきに通告いたしました北広島町まちづ

くりセンターのあり方について伺ってまいります。令和３年４月に完成をいたしました北広島

町まちづくりセンターは、完成から１年を迎えました。このセンター内には、大画面のスクリ

ーンのあるきたひろホールや、分かりやすく色表示をしている研修室やアトリエ、そしてクッ

キングスタジオと各部屋も充実をしています。また、図書スペースにおいても大変広く、リラ
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ックスした状態で読書の楽しさを感じる空間もあり、以前は、職員の本紹介という、職員の方

がお薦めをしている本の紹介などもあり、楽しく拝見をさせてもらいました。この職員の皆さ

んの本の紹介は、職員の方の人となりがすごく分かるような内容で、お薦めしている本を見な

がら、本当にいろいろバラエティに富んだ本が紹介してありまして、何点か読ませてもらいま

したが、こういう本を紹介されるんだなとか、あっ、こんなことがあったんだなということも

知ることができて、身近に本の楽しさを感じることができたと思っています。また、センター

内の壁を使って地域の紹介もありまして、北広島町全体を感じることができる空間であると思

っています。また、芝生広場には広島東洋カーブの本球場からやってきましたカバのオブジェ

が寝ている状態で置いてありまして、その近くで子どもたちが遊んでいる姿を目にすると、ほ

っとします。北広島町観光協会のＳＮＳでもこのカバのオブジェ、カーバ君というふうに名づ

けられておりましたが、そちらが載っている投稿には、いいねが約２５０件ほど載っておりま

して、平均１００ちょっとのところがこのカバのオブジェが載っている投稿が大変多くあると

ころから、非常にいいなというふうに思っています。また、ＳＮＳを通じても、このカバと一

緒にお子さんやペットが一緒に写っているなど、フォトスポットのようにもなっていて、とて

も楽しい状態が感じられます。住民の憩いの場としてつくられた場でありまして、コロナ禍で

なければ、もっと活用方法により楽しめる場所であるというふうに思っています。しかし、こ

こまで充実した施設でありながら、利用状況や町民の活用方法、またさらには、町民が活用し

たい場所になっているのかどうかというふうに疑問を感じることがあります。活用しようと思

うほど身近な場所になっていないのではないかということを思いまして、このたび質問するこ

とにしました。コロナ禍であるため活用が非常に厳しいことはあると思いますが、町民の意図

に沿った活動場所になっているのだろうか。また、これだけ充実した施設なので利用したい場

所になってほしい、目的である集いの場が笑顔の場につながることを願いまして、以下につい

て質問いたします。まず、１点目です。北広島町まちづくりセンターの平均来場人数について

伺いたいと思います。コロナ禍ということもありましたので、緊急事態措置、また経過措置期

間、まん延防止重点措置の期間であった５月１６日から１０月３０日を除く４月、１１月、１

２月の３か月の平日１日当たり、また土曜日、日曜日ごとの平均来場人数について伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 利用制限が行われていなかった期間における平均来場者数に

ついては、平日が８２名、土曜日が７７名、日曜日が４６名となっております。なお、この数

字につきましては、図書利用と共有自習スペースでの数字は入っておりません。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 図書利用と共有スペースの使用については入っていないということであり

ましたら、この平日、また土曜、日曜日の利用者数は、このセンター内での活動されている、

例えばスクールとか習い事とか、そういったものを活用している方々の人数という認識でよろ

しいでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） そのとおりでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） この質問をしましたのは、図書利用とか共有スペースを使う人の人数とい

うのも非常に知りたかったところなんです。なぜかといいますと、このセンターを身近に感じ
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てもらいたいと思ったんですよね。そこの場所で必ず活動があるというふうになると、人は行

かざるを得ない。また行くべきだから行くんですが、図書スペースを利用する方や共有スペー

スを利用される方は、ふとしたときに来られる方というのが多いと思うんです。そういった方

の人数を調べるという考えはありませんでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 図書を借りられた方の数字については把握は可能であろうと

いうふうに思いますけども、一般に自主、自由なスペースを利用される方の人数把握について

は考えておりません。といいますか、ちょっと把握は難しいということでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 把握が難しいというのがありましたが、私は、ほぼ図書利用で行かせても

らっていますし、あのスペースをつくったのは、子どもたちとかもクッションが、ちょっと固

めのオブジェのようなクッションのようなものがあったり、絵本スペースは、ちょっとじゅう

たんに上がれるようなものがあったりというふうに集える場でもあると思うんです。なので、

そういった所にたくさん人が集まるというのを認識をしていないと、このスペースは、みんな

の集える場というふうに言い切ることって難しいと思うんです。だから人数把握というのは非

常に難しいと思うんですが、図書スペースの利用が、例えば人数を時には把握をしておいて、

これだけの人数、スペース利用してもらいたいけど、人数が少ないね、どうすればいいんだろ

うというふうに改善点につながると思うんです。改善の方法の一つとして、図書利用、また共

有スペース、利用される方の人数というのを把握されるというのも一つの手だと思うんです。

今、図書スペースや共有スペースというのを人数が把握が難しいというのがありましたが、こ

の図書利用は本を貸し借りされる方、そして共有スペースを利用される方というのはどういう

方々が多いでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 共有スペースにつきましては、自主的に勉強される方とか学

生の方が夕方から、やはりそういったスペースを利用すると、そういった方が主でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） どうですか、課長が感じる中で、共有スペースをこういった人数の方に使

ってもらいたいなとか、こういった方に、たくさんの方々が集ってもらいたいなというのをつ

くったときには考えられたと思うんですが、その課長が思ってらっしゃるような人々が利用さ

れているというふうに感じてらっしゃいますでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 例えば親子連れの方が広場等に遊びにこられて、子どもたち

が広場で遊んでいると。それを共有スペースの椅子等で親御さんが見てるというふうな光景も

見かけますし、または図書を借りられて、そのままそこで読書して帰られるといった方もおら

れます。また、恒常的に学習のためにお越しになるという方もおられますので、想定したとお

り、利用はされているというふうに思っております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今課長が答弁ありましたように、たくさんの方が集っているのを拝見する

ことも私もあります。そういった場になってすごくいいなとは思うんですが、ある方が、ちょ

うど小学生のお子さんがいらっしゃる方が、あの芝生に入っていいのかどうか知らなかったと
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いう方もいらっしゃったんですよ。遊べる場なんですよというふうに話をしたんですが、あそ

こはきれいな場所だから、活動のときに何か届出を提出してからじゃないと使えないのかと思

ったという意見もありまして、なのでもっと自由に、この場所というのが使えるんですよとい

うのを周知していくのも必要じゃないかなというふうに思いました。２点目の質問に進みます。

先ほど、定期的に使ってらっしゃる方々、サークルの方々というふうに伺いましたが、この定

期的に利用しているサークル団体の数は、３６団体というふうに私認識をしておりますが、間

違いはありませんでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 議員が認識されておられるとおりでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） ３６団体の方があちらを利用されています。こちらは、千代田中央公民館

時代に定期的に利用されていたサークルの団体数があったと思います。現在、まちづくりセン

ターで公民館のときにされていたスクールの方がまちづくりセンターを利用されているという

ふうに認識をしておりますが、数に変わりはありましたでしょうか。また増えた場合や減った

場合、どのような理由がありましたか、分かっている範囲で答弁ください。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 令和２年度まで千代田地域づくりセンターにサークルとして

登録し、利用されておられたサークル数は３９団体でございました。現在のサークル登録数と

比較すると３団体減少しております。理由といたしましては、新型コロナウイルスの感染拡大

の影響によって集団で利用が難しくなったことや、講師の都合で継続が難しくなったものであ

ると認識しております。なお、現時点においてサークル登録をせず、定期的な利用を始められ

た団体も数団体含まれております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 減ったと言いながらも、そこはコロナ禍の状況次第、また、講師の方のご

都合ということでできないというふうになったということは認識をいたしました。また、サー

クル登録をせずに利用されている団体が数団体あるというふうに答弁がありましたとおり、ち

ょっと活動してみたいなという、サークルというのを立ち上げなくても活動で使ってみたいな

という場所になっているというふうにつながっていると思いますので、そういった方々がもっ

と増えてくると、この活動というの、まちづくりセンターでの活動を積極的にされる方も増え

ていくのではないかというふうに思っています。４つ目の質問にありますように、この北広島

町まちづくりセンターオープンまでには何度か、まちづくりセンターでこんな活動がしてみた

いなどを考えますワークショップが行われたと思います。また、同僚議員の過去の一般質問で

も、このワークショップで出た意見、そういったものを取り入れる考え方、また、取り入れな

い場合の理由について答弁がありました。このワークショップをしていく中、そして、同僚議

員の過去の一般質問での意見で取り入れたいもの、取り入れられない理由などについて話を課

長から、ある時には、オープンをしてから、もう絶対にこの形でいくというわけではありませ

ん。また、皆さんの意見を聞きながら、必要なものを取り入れながら、また、皆さんでつくり

上げていくという形をしたいという答弁があったというふうに私理解しておりますが、このワ

ークショップで出た意見、新たにまちづくりセンターに取り入れたもの、どういったものがあ

りますでしょうか、伺います。
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○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） ワークショップを開催し、いただきましたご意見といたしま

しては、誰でも気軽に立ち寄れる場所、試食、あるいはマルシェといった販売のできるように

して、人が集まる場所といったような様々な意見をいただいております。その際の意見を反映

させていただき、オープニングイベントの内容に組み入れたり、絵本フェスタなどの新たな取

組を始めております。そのほか新たな取組も計画しておりましたが、新型コロナウイルスの影

響によって実施するに至っておりません。以上でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今は活動の内容ですね、気軽に立ち寄れる、集まれる場所など、また、絵

本フェスタなどのイベントの開催を考えていたというのがありましたが、物として、例えば以

前もあったと思いますが、ステージの設置が欲しいとか、あと、神楽の演目をするときに、舞

うときに物を運ぶスペースがもう少し広いほうがあったほうがいいんじゃないかとか、様々な

物を入れてもらいたいという意見があったと思いますが、そういったことについては取り入れ

られてらっしゃいますでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） ４月にオープンした後に、５月にサークルに対してアンケー

トを実施しました。また、７月からは一般利用者の意見を聞くための意見箱を設置しておりま

す。その結果を受けて、改善等行ったものについて申し上げます。まずハード面でございます

けども、各部屋への誘導表示の増設やコロナ対策としての空気清浄機を購入し、設置など行っ

ております。次に、ソフト面、運用面についての意見等を反映したものとしましては、図書業

務終了後も学生や一般利用者等がロビー等の共有スペースにおいて、学習活動や待ち合わせに

利用できるように運用の変更等を行っております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） ソフト面について一つ伺いたいんですが、子どもたち、学生たちが待ち合

わせで使うことができるというのがありましたので、図書スペースが。電気とかはもう、今は

ちょっとコロナ禍で時間制限もありますが、１０時、開いている時間までずっと図書スペース

も明るい状態であるというふうに認識してよろしいですか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 図書スペースについては確認をさせてください。共有スペー

スについては電気はつけております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今課長から答弁がありました５つ目の質問に私上げさせてもらっています。

まちづくりセンターが稼働していき、必要なものを取り入れていくことを考え、つくり上げて

いくというのがありましたが、要望であったもの、実現につながったものというのは今答弁が

ありました内容でよろしいでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） はい、先ほど申し上げましたとおりでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 以前も確認させてもらったんですが、ステージがあればというふうに声が

上がりまして、そのことを伺いましたら、ちょっとステージがある形だと開発センターのほう



- 53 -

を使っていただきたいという答弁が以前あったかと思いますが、その考えに間違いはございま

せんでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 以前お答えしたとおりでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） アンケートを実施されたり、意見箱を設置して、町民の意見というのを聞

きながら進めていっていただいたと思います。

６つ目の質問にも上げてありますように、町民からの声を聞ける努力というのはされていら

っしゃると思いますが、職員側から見て、職員の方のイメージとしては、先ほどもおっしゃっ

たように、皆さんが集える場であってほしい、そういう思いがあると思います。思いがあれば

アイデアというのはたくさん出てくると思うので、職員側から見て北広島町まちづくりセンタ

ーに必要だと思うもの、設備などこういったものがあったら、もっと皆さんが使いやすいもの、

集える場所になるのではないかというふうに、どのような考えがありますでしょうか。伺いま

す。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 直接集える場所というところにつながるかどうかというのは

ありますけれども、職員の中の意見としては、センターの備品等を収納するスペースの確保に

現在苦慮している。したがって、それらを収納するための倉庫が必要であるというふうな意見

がございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） また今度、予特がありますが、そういったスペースが欲しい、収納スペー

スが欲しい、倉庫が欲しいという意見というのは、もう皆さんにも周知していく、今後行政側

もそちらについて動いていくという認識でよろしいですか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） それらの整備につきましては、今後そういった有利な補助、

事業等あれば、そういった事業を取り組みたいというふうに思っておりますので、調査研究を

させていただこうというふうに思っております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 調査研究していただくと、やはり必要だというものを用意していただくと、

より町民の皆さんも使いやすい場所になるのではないかというふうに思っています。こういっ

たものがあったらいいなとか、こういった活動ができればいいなという考え方は、本当に町民

の皆さんお持ちでいらっしゃると思います。でも、常時いらっしゃる行政職員が、また活動を

見ている行政職員の方が必要だと思うものは、やはりあるべきものだと思いますので、そうい

ったものの実現に向けて今後動いていただきたいなというふうに切に願っています。ですので、

次の質問にありますように、今後必要なものを取り入れていく予定、こういったものを、備品

を入れる、倉庫欲しいなという意見がありましたが、そういったもの何かありますでしょうか、

伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 先ほど申し上げましたとおり、ご意見聞きながら、可能な補

助事業、それから、そういった導入に向けた調査研究を、運用委員会等も設けておりますので、
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そういったところでまたお話をさせていただきながら検討させていただきたいというふうに思

います。それから先ほど質問のございました図書スペースの電気につきましては、１８時３０

分に消灯させていただいているということでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 意見を聞きながらというのがありましたが、先ほど答弁にもありました意

見箱には、どんどん町民の方がこういったものが欲しいという意見は入れていってもらいたい

というふうに行政も考えていらっしゃいますでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） そういったご意見をしっかりいただいて、運用委員会なり活

性化委員会、そういったもので必要性について検討しながら、今後整備について調査研究を進

めていきたいというふうに思います。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） このまちづくりセンターができるまでに本当にたくさんの予算をかけて、

必要なのかどうかとか、問題点などもいろんな話があったと思いますが、やはりつくったから

には、町民の皆さんがこんなふうに楽しんでもらいたい、集える場であってほしいという行政

側の願いもあったと思います。その願いがあるからこそ、皆さんも使っていく中で、どんどん

笑顔がつながる活動ができる場所であってほしいと思いますので、今後もたくさんの意見を言

った中で、町民だからこそできること、行政だからできることというのに取り組んでいけたら

と思っています。芝生広場、その中の一つにも以前もあったと思いますが、芝生広場に遊具を

設置する予定などはありますでしょうか。もう何度も聞いているんですが、いま一度伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 設置の予定はございません。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） その一言でいただくと思っていました。遊具を設置する予定はないという

のがありましたが、先ほどＳＮＳの効果、カバのカーバ君の投稿がすごく、いいねが多かった

という話がありましたが、最近は、グーグルにて検索をする、ググるということを使わずに、

インスタグラムの＃たぐるというのを若い世代は使うというふうに言われています。私は若く

はないんですが、どこかに行った時には、必ず、おいしいものが食べたい時には、必ずたぐる

ように調べています。そういった形で、どんどん調べる人というのが増えてくるんです。イン

スタグラムの子どもの遊び場という、＃子どもの遊び場というのを検索をしただけで、１点３

万件ありました。そのぐらい子どもの遊び場というのを調べて行く人というのがすごく多いん

です。広島県もいろんな取組をＳＮＳを使ってしておりますので、子どもの遊び場絡みの投稿

の所は本当に多くて、閲覧数も非常に多いんじゃないかと思います。なので、その遊び場とい

うふうになった時に、このまちづくりセンターがぐっとピックアップされることによってたく

さんの方が来てくださる場所になると思うんです。ＳＮＳでちょっと投稿しただけで、問合せ

が実際にありました。そして、こんな所があるんですよとなった時には、えっそれはどこです

かというふうに全く知らない人から私の投稿にも連絡があるぐらい、気になる方というのは非

常に多いと思うんです。なので、ちょっと芝生広場に遊具を置いたり、子どもたちが遊ぶ場も、

広い広場があるだけでも十分遊べるんですが、それ以外でも、ちょっと何か遊べる遊具があれ

ば、幅広い年代に楽しんでいただけるんじゃないんかなと思うんですが、やっぱり予定はあり
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ませんか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 芝生広場につきましては起伏を設けたり、それから、先ほど

おっしゃいましたカバのオブジェ、そういったものを設置するなどしております。先般、雪が

少し降ったときには、そういった起伏を利用して子どもたちが雪遊びをしたり、そういった活

用もしてますし、現在ドッグランを設置するなどして、家族で来ていただけるような取組もさ

せていただいております。夕方には子どもたち、中学生などもおりますけども、サッカー等も

してたり、キャッチボールしてたり、親子で来られてたこ上げをされてたり、そういった活動

も見受けられますので、しっかりそういった芝生としての広場を自由な形でしっかりと活用し

ていただければというふうに考えておりますので、いわゆる遊具については現在のところ設置

の予定はございません。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 芝生での活用法、答弁がたくさんございました。また、ドッグランも定期

的じゃなく期間的でしたよね。開催、常時じゃなく期間的にされてらっしゃったのは私も伺っ

ております。そういった形で、芝生広場を有効的に活動場所として使うことができるようにさ

れてらっしゃいますが、やはりあったらいいなという意見が多いと思いますので、また、多分

そういった意見は、意見箱のところにも出てくると思います。いま一度、少し頭の片隅でもい

いので、考えの中に入れておいていただけると今後のいろんな遊具を入れてもらいたいという

子育て世代の声が行政に少しでも届くんじゃないかなというふうに思っています。次の質問で

す。北広島町まちづくりセンターや日本の公民館では、営利目的での利用というのは禁止され

ているというのがつづられています。北広島町まちづくりセンターでの活動で、禁止となる営

利目的での利用というものがどういったものがありますでしょうか。ありましたら、答弁くだ

さい。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 個人や企業による専ら営業を目的とした事業、販売行為であ

るというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今、専らというのを強調されましたが、その専らはどのぐらいを考えの中

にありますでしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 具体的な事例を申し上げることは、具体的な事業といいます

か、販売種類等々を申し上げることは控えさせていただきますけども、町の施策であるとか地

域の活性化、そういったもので必要が認められないもの、逆に言うと、必要が認められるよう

なものであれば、営利目的の事業、販売行為については認めるというものでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 必要と認められればということがありましたので、ちょっと次の次の質問

にもそのことがつながってますので、またそのときに伺いたいと思います。今、専ら営業目的

でない場合、例えばお祭りとかはオーケーという認識でよろしいですか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） いわゆる地域の活性化を目的としたもの、町内、地域の団体
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等が実施するものであるとか、町が主催するイベントなどで行政のほうが認めたもの、許可し

たものについては、団体での販売行為等、個人、団体での販売行為等については認めることと

しております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今の答弁を理解しますと、幅広い範囲で認めてもらえる可能性があるとい

うふうに理解をさせてもらえたらと思います。なので、こういったものに挑戦してみたいなと

いう時には、町のほうにも相談をさせてもらいながら、もし開催できるのであれば、やれたら

なと思っておりますので、またそのときには相談に伺わせていただきます。続いての質問です。

文科省が定めます公民館活動での公民館とは、地域住民にとっての身近な学習や交流拠点であ

る。そして、今後は社会要請に的確に対応した取組や幅広い世代の人間力向上などを中心とし

たコミュニティーサービスを提供する拠点になることが期待されるというふうにあります。こ

のまちづくりセンターも、先ほど定期的に利用しているサークルなどの団体や、少し違う団体

の方、まだサークルという活動ではないけども、利用されている団体も増えてきているという

のが答弁でありました。夏休みなどの長期休暇によりましたら、英語が得意なお母さんが英語

の宿題をやる人を集めて、部屋を借りて英語の勉強を一緒にしたりとか、あと中学生が体育祭

でのダンスの練習をしたいけども、ちょっと学校の授業の時間じゃ足らないから、みんなこの

日集まってやろうよというふうにダンスの練習をしていたりとか、そういった活動をされてい

るということも伺いました。そういった形で様々な活動というのができていると思いますが、

今までにできなくて、新たに北広島町まちづくりセンターができたことによって取り組んでい

る活動などがありましたら伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） オープン以来、新型コロナウイルスの影響によりまして利用

の制限などによって活動の制限がされている状況ではございますが、新たな取組といたしまし

て、高齢者を中心としたスマホ教室、スマホ相談会などを開催をしております。ＤＸを進める

上において最も身近なデバイスであるスマートフォンを多くの方、特に高齢者の方に活用して

いただき、コミュニティー活動や情報の収集、キャッシュレスなど各種インターネットによる

サービスを利用していただくことを目的として開催をしているものでございます。そのほか地

域課題に対応した絵本フェスタやまちづくり活動を中心としたＮＰＯ法人や周辺事業者と連携

したにぎわいを創出するイベントに取り組みましたが、新型コロナウイルスの影響により一部

は実施いたしませんでした。計画の全てを実施することはできませんでしたが、今後そういっ

た取組を進めていきたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） まちづくりセンターを使って、新たな取組として高齢者の皆さんのスマホ

教室とかも開催をされているというふうに答弁がありました。ちょうどスマホ教室の時間に私

も伺いまして拝見をさせていただきましたら、スマホ教室の担当企業だけでなくて、行政職員

も何人も出ていて、一緒に手伝いながらやっているという様子がありました。ただの活動場所

ではなく、みんなと一緒になってやっているというのが拝見できて、やっぱりこういう場所と

いうのは必要だなというふうに実感をしたところです。となりましたら、続いての質問にもあ

りますように、場所や施設ともに充実した拠点である北広島町まちづくりセンターです。今後

の取組として、他にはない特化した取組というのができないだろうかというのを少し思いまし
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た。新規事業者の応援となる活動場所としての提供や子育て中である社会復帰を目指す子育て

世代の活動支援などどうだろうかというのを考えました。今、私ここを質問出した時に、他に

はない特化した取組で書きましたが、調べていきましたら、三次市が特化した内容をしており

ました。少し確認をしましたら、三次市の三次まちづくりセンターの１階は、こちらアシスタ

ラボといいまして、三次市の女性活躍推進プラットフォームがオープンをしております。ここ

の１階は、このスペースでは、子育て世代のお母さん方が仕事復帰するために必要なお手伝い

ということで、子どもたちが同じスペースで遊んだりするおもちゃ、絵本とかで遊びながら、

お母さん方はパソコンを使って、そこで調べ物をすることができるとか、新たに起業を始めた

いお母さん方の説明会というのを行っていったりとか、あと、ちょっといろんな取組があるの

で調べてみましたら、ユーチューバーになろうという取組もありまして、ユーチューバーにな

るための方法のスクール、また、このたびは新規事業者、初めて新規事業者として、自分が個

人事業主になった後の確定申告、初めての確定申告をお手伝いをする場所というふうに、一つ

の部屋を女性活躍プラットフォームアシスタラボとして、その中でたくさんの活動されてらっ

しゃいました。そういったふうに、ちょっと女性応援、新規事業者の応援というのがしてもら

えたらなというふうに思えたんです。このまちづくりセンターで女性の方、この北広島町に生

み育ちながら、自分がやってみたいという仕事がこの北広島町にないから、北広島町から離れ

て起業する方というのはたくさんいらっしゃると思います。でも北広島町でもできるんですよ

というのをしっかりと伝えていくために、次世代にも伝えていくために、新たな始業を応援す

ることというのも必要だと思うんです。それがまちづくりセンターの中の１室が、もうそうい

った場所ですよというふうにあると大分違うんじゃないかなというふうに思うんですが、もし

このような社会復帰を目指す子育て世代の活動支援やそういったことの考えがあるかどうか、

また、もし考えがあるのであれば、こういった方法というのが今考えの中に構想してますよと

いうのがあれば伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 議員、提案されている事業等は大切な事業であるというふう

に考えます。ご提案の事業につきましては、行政組織において横断的に取り組む必要のある要

素が多いというふうに思いますので、今後事業ニーズや既存事業の有無、また連携の可能性に

ついて調査研究をさせていただきたいと思います。現在でも新規で相談があった場合について

は、例えば創業したいというふうなお話がありましたら、役場内での他の事業、例えば商工観

光課が持っております創業支援、事業であるとか、ほかの、例えば商工会が持っている事業、

それから国、関係機関が持っている事業についてつないでいくと。そういったプラットフォー

ム的な役割は果たしている状況でございます。その他、今後につきましては人づくりという部

分で、様々な事業を研究させていただいて、そういった研修会等も開催できるようなことを検

討してまいりたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 商工観光課や商工会などがいろいろ紹介はされてらっしゃいます。また、

よろず屋相談会とかで、そういった悩みとかにもすぐ受けてもらえているというのはありがた

い声も伺っています。ただ、それをまちづくりセンターでやるから意味があると思うんです。

場所が全く子育てを終えて、社会から２年、３年離れた人が新しいことをやってみたいと思っ

た時に、じゃあということで行ける場所かというと、そういった場所に商工会、観光協会に行
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く時にはちょっとハードルが高いと思うんです。子どもたちと一緒に通ってた、絵本を借りた

りしていたまちづくりセンター内でそういった場所があるよというふうになると、一歩踏み出

せると思うんですよ。以前ネウボラの活動で、そういった場所があればいいというふうに提案

をしましたが、その場所がまちづくりセンターであると本当に大きく変わってくると思うんで

す。大体調査研究をしていくと、余り人数がいなかったとか、関心がなかったという形で２年、

３年で終わってしまうことって多いと思うんですが、最初からすぐに人数が集まることってま

ずないと思うんです。だんだんに広まっていくということがありますので、そこは根強くしっ

かりと、いろんな方の意見を、一人の意見を吸い上げることでたくさんの意見、一人の人が声

を吸い上げるということは、声を出した人が一人なので、声を出してない方が下に何十人もい

らっしゃいます。なので、そういったところを吸い上げる場所であってもらいたいなと思いま

して、あえてまちづくりセンターでそれを行ってもらいたいというふうに提案をさせてもらい

ました。最後の質問です。北広島町まちづくりセンターは、協働のまち北広島町のシンボルに

していきたいというふうにありました。今後シンボルとして取り組むべきこと、町長はどのよ

うにお考えでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） まちづくりセンターは、生涯学習の拠点施設としての役割だ

けではなく、人づくり、まちづくりの拠点としての役割を持つ施設として整備をいたしました。

その一つとして、きたひろ学び塾などの事業をセンターに移し、人づくりの活動拠点として位

置づけをしております。また、まちづくりセンターに近隣施設、ＮＰＯ団体などが主体となる

活性化委員会を設置し、にぎわいを創出する取組を展開をしております。このような民間団体

が主体となる事業が行われるなど新たな取組も生まれてきております。このように住民が主体、

住民が主役である活動を行っていくことにより、まちづくりセンターが住民の皆様にとって協

働のまちづくり、北広島町のシンボルとして認知され、今後の活動につながっていくものと考

えております。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） ただいま担当課からお答えしたとおりでありますが、少し補足をさせていた

だきたいと思います。先ほど議員が言われた若い子育て世代の方を対象にというようなことも

あると思いますし、私が一つ特に思っているのは、若い人たちで地域を、まちを元気にしてい

こうという組織ができ、活躍をされている地区もかなりあると思います。そうした組織などが

一堂に集まったりして、いろいろ議論をしながら、大きな力を発揮していただきたいなという

ふうに思っています。そうした集まり等でまちづくりセンター、地域づくりセンターが活動の

拠点になっていけばいいなというふうに思っております。いずれにしても、より多くの方にし

っかり活用していただきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 課長からも町長からも答弁の中でありましたように、ＮＰＯ法人や民間の

団体、またいろんな人たちが地域とかが一体となってというのがありました。大きな活動をす

る時には、そういったＮＰＯの方々の力というのがすごく必要になってくると思うんです。そ

の方々が考えてくださったこと、そこから広まっていくということはあると思うんですが、今、

まちづくりセンターに必要なことは、ＮＰＯ法人の活動もちろんですが、普段から使える場所

になってもらいたいということなんです。誰もが集える場所、行きにくくない場所にしてもら



- 59 -

いたいなと思うんです。そのためにすることというのは、大きな力を借りるだけではなくて、

一人一人の方が使いやすい場所になっているきっかけづくりをしていくということが大事だと

思うんです。せっかくあれだけいい場所があります。こういった場所で子育てをしていきたい、

ここの場所で起業していきたい、この場所でもっともっと楽しんでいきたいと思うための場所

に十分なり得る場所だと思いますので、今後も様々な意見を吸い上げて行政はもらえるという

ふうに信じております。そういったものを願いながら、以上で私の質問を結びといたします。

○議長（湊俊文） これで山形議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。１時５５分

までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 １時 ４３分 休 憩

午後 １時 ５５分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。１番、亀岡議員の発言を許します。

○１番（亀岡純一） １番、亀岡純一です。私は、豊かな森林経営をつくり出す方策はというテー

マで質問をさせていただきます。最初にお断りしておきますが、私自身、この林業とか森林経

営というものについては、全く専門外でありまして、勉強しながら質問させていただくという

ことでありまして、今回特に参考書として使わせていただいたのが、この森林未来会議という

本です。これが築地書館というところから出されている本、２０１９年に出された本です。そ

れとあとは中国新聞の記事、その辺を参考にさせていただいております。日本の人口減少が続

いている中にありながら、そういう中であっても、さらに都市部への人口集中が激しいという

傾向はずっと続いております。ということは、その分、地方の疲弊が非常に深刻さを増してい

るということが言えると思います。本町の面積は６４６ｋ㎡、その８３％が森林であります。

私は、この森林をいかに適切に管理し、いかに活用していくか、これこそが一つの町民の生活

基盤を安定していくことにつながる方策ではないかと、非常に大切な重要なことではないかと

いうふうに考えております。ひいては、それが国を守ることにもつながるというふうに考えて

おります。今、世界的に見ると、どうも林業はもうかる産業というふうに言われているそうで

あります。しかしながら、これほど身近にある森林資源が十分に活用されていないというふう

に感じます。余りにももったいないのではないか。いろいろな要因があるでしょう、難しい現

状があるとしても、今後この豊かな森林資源による収益確保に向けた道を見いだして、豊かな

森林経営をつくり出す方策、これを考えていくということは非常に大切なことではないかとい

うふうに思いまして、今回の質問とさせていただきます。これまでにも似たような質問をさせ

ていただいておりますが、徐々に深めていきたいなというふうに思っておるところであります。

最初の質問であります。北広島町における第１次森林整備計画５か年、これは平成２９年度か

ら令和３年度というふうに書かれてあったと思うんですけども、これを終えようとしておりま

す。これを総括して、どのように評価しているのか、また、これに続く新たな計画はどのよう
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になされているかについてお伺いします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林整備５か年計画は、平成２９年１月に策定した北広島町有林管理活

用計画に合わせて計画したもので、平成２９年度から令和３年度までの主伐あるいは間伐の施

業を計画したものでございます。計画の実施面積は、全体計画１７８ｈａに対しまして、実施

面積１６９．７５ｈａ、約９５％の達成となっております。内訳としましては、皆伐並びに保

育間伐は計画面積を上回りましたが、搬出間伐は計画面積には達していない結果となりました。

搬出間伐につきましては、間伐区域の測量でありますとか、路網の位置選定などの現地調査が

必要であるため、実施するに当たりましては事業地の数が限られることから、計画策定に当た

りましては課題となる部分でもあるというふうに考えております。この計画につきましては、

本年度令和３年度で終了するため、令和４年度からの新たな５か年計画を策定したところでご

ざいます。この計画は、町有林を一体的に、また計画的に管理するための森林経営計画にもリ

ンクしておりまして、伐採や森林の保護、路網の整備などを計画的に実施していくものでござ

います。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 計画の９５％ぐらいは達成されたと。その中で、搬出間伐についてがという

ふうなお話がありました。さらに令和４年度からは新たな５か年計画を立てていくということ

であります。この森林整備計画というものについて全体的なところを確認させていただきたい

んですけども、言われたように、施業である主伐と搬出、保育の関係で５か年の計画を立てて

いるという、しかもそれが最初に言われた北広島町有林管理活用計画、平成２９年に策定され

た計画を基にしてつくられていると。ですから、この計画については、あくまでも町有林に関

しての話であるという認識でよろしいですね。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） はい、町有林に関する計画でございます。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） それとは別に今、森林整備５か年計画という聞き方でしましたので、そのこ

とが私も平成２９年度から令和３年度までの計画についてはということで認識していたんです

が、それ以外にもっと、町有林以外で町全体の森林整備計画とかいうものはあるんでしょうか、

お伺いします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 本町の総面積が６万４６２０ｈａのうち森林面積は５万３５６５ｈａの

状況でございます。この町有林、民有林を含みます森林の管理等の計画的な整備計画の考えを

定めたものが北広島町森林整備計画でございます。計画につきましては、平成３１年度から令

和１１年度までの１０年間としております。基本的には、この森林整備計画につきましては、

７つの項目に基づき整備していくこととしております。まず、１つ目としましては、水源涵養

機能、それから２つ目としまして、山地災害防止機能、それから３つ目としまして、快適環境

機能、それから４つ目としまして、保健、レクリエーション機能、それから５つ目としまして、

文化機能、それから６つ目としまして、生物多様性保全機能、７つ目としまして、木材生産機

能の柱にのりまして、森林施業の推進方法等定めております。この北広島町森林整備計画に基

づきまして、先ほど言いました町有林の活用計画につきましては、北広島町有林管理活用計画
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を策定しまして、さらにその具体的な森林整備の５か年を計画して策定して、具体的な取組を

進めている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 今説明していただきました北広島町の森林整備計画が平成３１年から１０年

間の計画。これ言われたんですが、私ホームページでよう見つけなかったんですが、公表はさ

れてないんですか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） ホームページでの公表はしてない状況でございます。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 直接農林課に問合せすれば、それは教えていただける。はい。そのように計

画が、これはやっぱり国のほうからの流れで来ているのだと思います。特に森林に関しては、

法律が変わったところがありまして、２００１年に林業基本法が森林・林業基本法に改正され

て、森林管理の目的が森林の持つ多面的機能の発揮にあるというふうに定められたと。この頃

から間伐の予算、それに対する補助金とか、そういうものが出てくるようになったというよう

なことでありますけども、国としても、この森林に対して、かつて、ずっと歴史的にやってき

た林業とはまたちょっと流れが変わってきて、環境も含めた様々な方面からの見方がされてい

るんだろうというふうに思うんですけども、こうした中で、いかにこれを有効に使っていくか

ということでありますけども、次の質問になるんですが、気候変動対策の一環として設けられ

た森林整備や木材利用を促すために国が地方自治体に配分する森林環境譲与税というものが令

和元年度から配分されております。これを町が実際に受けた配分額について、また、その使い

道についてお伺いいたします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林環境譲与税の配分額につきましては、令和元年度は２４９８万円で

ございます。その使途につきましては、森林経営管理制度に基づきます森林の現地調査や意向

調査が主なものでございまして、１７１３万３０００円となっております。その他には、公有

林の整備でありますとか林道整備、一部を基金の積立てとしております。令和２年度につきま

しては５３０８万４０００円の配分額でございまして、主な使途としましては、森林経営管理

制度に基づきます森林調査等で１３３８万８０００円、木材利用で１４８７万８０００円、森

林整備に６８１万８０００円、一部を基金積立てとしている状況でございます。令和３年度に

つきましては、５３３３万７０００円の譲与の見込額となっておりまして、森林経営管理制度

に基づきます森林調査でありますとか、林道等の補修を主な項目として実施している状況でご

ざいます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 言われた中の一部基金に積立てられたという、その基金の額について教えて

いただけませんか。

○議長（湊俊文） 会計管理者。

○会計管理者（細居治） 森林環境譲与税基金の現在高について会計室から説明をいたします。

令和４年２月末現在で１５００万２９円となっております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） これ何で基金のことを聞いたかと言うと、全体の中でどのぐらいの額になっ
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ているのかなというふうに思ったんですけども、この森林環境譲与税については、国からそれ

ぞれの地方自治体に対して配分されるわけでありますけども、その配分の仕方がいろいろな要

素に従って配分されると。そこに人口割というのが結構大きなウエートを占めてる。面積もも

ちろんそうですけども。都市部で人口が多い所にはたくさん配分されると。ところが山間部で

人口の少ない所には森林にかけるお金が欲しいのになかなかそれが少ないという、そういうと

ころは問題になっているというのは新聞で見ました。極端な例を言いますと、沖縄の北、大東

村という所では、面積が１３．１ｋ㎡しかない。恐らく人口も少ないんだろうと思うんですけ

ども、令和元年と２年度で、２年間合わせて８万円の譲与税しか配分されてない。それでこれ

をどういう使い道するかというと、２５年間積み立てて使うと。そういうことが書かれてあり

ました。そういった意味では、なかなかこの使い道というところに苦慮するところもあるのか

と思いますけども、我が町においては、これをしっかり使って、さらにあと３年ですか、森林

環境譲与税という形で配分していただく。これを有効に活用していくということは、これまで

の質問でも回答いただいているところでありますけども、さらにこれを使ってやっていく、そ

の流れについては今後３年間についても変わりないでしょうか、その辺についてお伺いします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林環境譲与税につきましては、その配分額につきましては、議員が申

し上げられましたように、それぞれの基準に基づいて配分されているところでございますけど

も、５０％が私有林の人口面積でまず配分される状況でございます。それから２０％が林業就

業者数、それから３０％が人口により配分されるようになっております。交付額の見込みにつ

きましては、令和４年度から令和５年度が６８６９万４０００円、令和６年度以降につきまし

ては８４３０万６０００円が見込まれる状況でございます。こういった状況から踏まえまして、

町としてもこの財源を有効に活用していく必要があるというふうに考えております。現在、そ

ういった森林環境譲与税の活用についての基本的な考え方をまとめていきたいというふうに考

えております。仮称でございますけども、活用ビジョン的なものを策定いたしまして、そうい

った中で、森林の整備に関する基本的な施策でありますとか木材の利用促進、あるいはバイオ

マス等の利活用等も含めたそういったとこを計画の中で策定しながら、今後につきましては計

画的に執行できるようにしていきたいというふうに今考えているところでございます。以上で

す。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） そうしますと、最初の年が２４００万円、おおよそ２５００万円ぐらいに対

して最終年度令和５年度、令和６年度あたりでは８４００万円という、かなりな額が配分され

るということですよね。これはぜひとも有効に使っていただきたい。ちなみに、これは法令で、

その使い道は限られているということはあるらしいんですけども、森林整備や人材育成、それ

から森林への理解を深めるための啓発活動、木材利用といったような使い道に限定をされると

いうことでありますけども、ぜひとも我が町の森林資源を有効に使うというところで活用して

いただきたいというふうに思います。次の質問です。町内の林業従事者の推移についてお尋ね

します。過去３０年ないし４０年ぐらい遡って、町の歴史はそんなにないんですけども、合併

前からもし分かれば、分かる範囲で従事者の推移をお伺いします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 林業従事者の推移でございますけども、農林業センサスの調査結果にて
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報告いたします。平成１７年度から基準を見直しました林業経営体数につきましては、平成１

７年におきましては１５９３の経営体でございましたけども、令和２年の調査におきましては

２５０経営体、１３４３の減少というふうになっております。それから林家数につきましては、

昭和５５年には５２１３戸でございましたけども、令和２年の調査におきましては２６１８戸、

２５９５の減少というふうになっております。センサスの数字で言いますとこういった状況で

ございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 確認します。ちょっと私聞き漏らしてしまいました。最初の経営体、事業者

の数ですか。そこをもう一回すみません。最初のほうの分が１５９３から２５０に減ったとい

うのは、何年からの分で、あとが何年で、何の数というのをすみません、もう一度お願いしま

す。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 平成１７年度から基準を見直しました林業経営体数のほうで報告させて

もらいたいと思います。平成１７年度は１５９３経営体でございましたけども、令和２年度の

調査におきましては２５０経営体でございます。１３４３の減少というふうな状況でございま

す。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 経営体ということでありますが、私が知らないだけかもしれないんですが、

町内に平成１７年には１５９３の経営体というものがあったということですか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） これは、あくまでもセンサスに基づく数字でございまして、センサスに

基づきます林業経営体について説明させてもらいたいと思います。センサスにおきます林業経

営体につきましては、育林または伐採を行うことができる山林の面積が３ｈａ以上の規模の林

業、または受託を受けて育林もしくは素材生産または立木を購入して行う素材生産の事業者と

いうことでございます。ですので、単純に林業で営んでいる企業といいますか、そういったも

のではなくて、３ｈａ以上の育林または伐採をもってやる個人農家さんも含めた数字というふ

うになっております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） いずれにしましても、平成１７年から令和２年までということは１５年ぐら

いですか、その間にかなりな数が１６００近くから２５０まで減ってる。それから林家数につ

いては５２００から、それが半減してるというようなことですね。私なりにずっと調べてみま

した。これ町内のというのは分からなかったので、県内の広島県における林業従事者数という

ものを調べてみました。これは県が出されている資料であります。基になっているのは総務省

の国勢調査であります。これによりますと、昭和６０年から５年ごとの国勢調査の数で、最後

が平成２７年までの３０年間にわたって、これを林業従事者の数を棒グラフにしたものであり

ます。これを見ても一目瞭然でありますが、昭和６０年には２８６５人であったものが平成２

７年には７６０人ということになっております。というふうに林業に従事している方の数、当

然経営体についても先ほどお聞きしたように減っているということがよく分かるわけでありま

す。今のお見せしたグラフで県が書いてあるのは、３０年間で約４分の１に減少していると。

しかもその中のもう一つ言えることは、近年は若齢者率が上がってきたと。高齢化率が下がっ
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てきたと。要するにお年寄りが、割合としてお年寄りよりも若い人が増えてきたという傾向が

あるというふうには書いてますが、絶対数が非常に少なくなってるということは事実でありま

す。そうすると何か、今特にここ、昨年コロナの影響もあるかと思いますが、ウッドショック

と言われるような世界的に価格が高騰する事態になって、もうおいそれとすぐに木を切って出

そうかというところは、なかなかその体制が組みにくいというところはあるということはよく

分かります。そういう現状があるということを分かった上で、今度ちょっと別の観点から質問

しますが、森林資源の管理や活用する者、団体に対して、町が行っている助成制度にはどのよ

うなものがあるかをお尋ねします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林資源の管理等に関する助成につきましては、町独自で行っているも

のにつきましてはありませんけども、森林資源の管理といえば、いわゆる造林等の森林整備が

これに当たりますけども、造林等の森林整備につきましては、計画的に施業行う場合につきま

しては、国、県の補助事業等を活用して造林補助等の申請ができる状況でございます。また、

こういった事業を活用して整備を進めている状況でございます。また、間伐施業におきまして

も補助制度を設けておりまして、これで対応をしている状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 町独自の制度はないということでありましたが、私もどういうふうに調べよ

うかなと思いまして、やはり町のホームページのほうを照らし合わせながら、例規のほうで見

てみたんですけども、そうすると、森林関係で補助金という名前がついてるものが幾つかあり

ました。例えば北広島町森林山村多面的機能発揮対策事業補助金交付要綱と。例規ですから、

こういう書き方をしてあるわけですけども、あるいは北広島町森林環境譲与税事業補助金交付

要綱とか、皆さんよくご存じなのは北広島町まきストーブ購入補助金交付要綱、この辺の補助

金とか、あと幾つかあるようであります。その中で、一つお聞きしたいことがあるのですが、

最初に申しました北広島町森林山村多面的機能発揮対策事業、この補助金のことについてお聞

きしたいんですが、広島県森林山村多面的機能発揮対策地域協議会から採択通知を受けた森林

所有者に対しての補助金であるということらしいんですが、この辺のところ、実際にこれを採

択されている案件というのはどのぐらいあるのかお聞きしたいです。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林山村多面的機能発揮対策交付金につきましては、基本的には国の事

業でございます。この国の事業を活用して町が実施する場合につきましては、先ほど言われま

した要綱等に基づいてやるようにしておりますけども、近年におきましては、この交付金を使

っての実績はない状況でございます。令和３年度につきましても、国のほうにつきましては事

業がある状況でございますけども、先ほど言いましたように、近年におきましては、町のほう

では実施をしてない状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 分かりました。直接補助金ではないんですけども、支援する制度、助成の制

度という観点から、北広島町林業機械管理貸付規程というものがあるようなんですが、これに

ついては、林業仕様のバックホーとクレーンスケールというものが貸出を受けることができる

ということだと思うんですが、ちょっと説明していただくことはできますか。

○議長（湊俊文） 農林課長。
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○農林課長（宮地弥樹） これにつきましては、町が購入しておりますバックホーでございますけ

ども、そういったものにつきまして貸出基準を設けまして、貸出をしているものでございます。

現在につきましては、芸北オークガーデンのせど山の所のほうに配置して使ってもらっている

という状況でございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） クレーンスケールというものはどういうものですか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） クレーンスケールにつきましても、屋外に運ぶ機械というところで町が

購入いたしまして、同じくせど山の所に配置している状況でございます。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） そのようなものがあるということは分かりました。ちょっと町の制度ではな

いんでありますが、補助金というところの考え方について、ちょっと触れてみたいと思うんで

すけども、ちょっと時間を考えながらいきたいと思いますが、これ今回私が勉強したところ、

披露するわけではないですけども、この辺のところがあったので、町としてどういうふうに考

えられるかというところは、もし聞けたらと思ってお話するんですが、近年、間伐の単なる切

捨ては良しとはしないで、木材搬出を前提とするようになって、必要な労働は、おおむね補助

金で賄える形になった。こうした制度では、各県で間伐量の上限まで伐採量を増やせば増やす

だけ補助が出ると。その結果、ともかくどんどん間伐するという現場が増えて、作業する組織

から丸太をなるべく高く販売するという、そういう努力を惜しまないという雰囲気が消えてし

まったと。とにかく間伐してたくさん出せば金になると。市場では、丸太の供給過多が続く状

態となり、価格決定権は買手側に握られたと。丸太価格は安値安定し、素材生産の生産性の向

上へのインセンティブも働かない、生産性向上をやろうという気持ちにならない。立木価格は

大きく低下している。政府による搬出間伐の推進でありますから、木材市場に需要以上の木材

供給、これが木材市場に需要以上の木材供給をもたらして木材価格は低下したと。それだけが

価格低下の原因とは言わないが、一定の影響を与えたのは事実だろうと。言ったところは、こ

れ実は本からの受け売りでありますけども、そういうことがある。さらにこれからは皆伐を推

奨しようとしていて、間違いなく増産は加速し、一層供給過多になるのではないか。林業家が

森づくりを自律的にできない価格まで補助金林政が立木価格を押し下げている面があるのでは

ないかと、そういう見方もあるということであります。これを町に対して、この話をしたとこ

ろでどうにもならないかなとは思いながら、ちょっと取り上げてみたんですけども、そうした

点を踏まえて、町として、この森林に対する助成制度の考え方、もしありましたらお願いいた

します。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 間伐でございますけども、間伐につきましては、森林の混み具合に応じ

て一部の木を伐採し、残った木を育てるものでございますけども、一般的には植林後３５年度

までに行うものを保育間伐といい、それ以降の間伐につきましては、搬出材として販売する状

況でございます。保育間伐につきましては、切捨て間伐といいまして、山の中に残していくよ

うな間伐でございますけども、搬出間伐につきましては、そのものを持ち出しまして、言われ

ましたように、市場とかのほうで売るというようなとこでございます。町有林につきましては、

先ほどの計画にもありますけども、概ね４０年を経過してきている状況でございますので、搬
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出間伐の時期にも入っている状況でございます。先ほど言いました、次期５か年計画におきま

しても、搬出間伐を行いながら、そういった収入の確保にもつなげていき、そのものをもって

また森林施業のほうにも行っていきたいというふうに思っております。切捨て間伐につきまし

ても、山の中に残しておりますけども、それも貴重な資源というふうには現在考えていこうと

いうところを検討しているところでございます。ほぼ３割のものを山に残しておりますので、

そういったものの利活用ができないか、そういった仕組みづくりについても今後考えていけれ

ばというふうなところを思っているところでございます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 間伐についてしっかりとお話していただきました。補助金については、余り

話がなかったかなと思いますが、確かに間伐は日光が地面まで差し込んでくるようになって、

シダ類や低木が増えてくると。光が入ると下草が生えて、雨で土が流れ出ていくのを防いでく

れたり、あるいは雨水を蓄えたり二酸化炭素を吸収したりと。そうした山の機能を維持するた

めに非常に大切なものであるということは確かに言えると思います。かつては、この森林が老

後のために植林をしたりとか、子や孫のために思って資産として育てたものがなかなか今現状

そうなってないというところに難しいところが現れているんだと思うんですけども、この森林

資源によるさらなる収益確保に向けての町としての考え方をお伺いします。課題についてどの

ようなことが上げられますでしょうか。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 森林資源におきます収益確保に向けては、まずは計画的な施業が第一で

あると考えております。植林から始まりまして生育年数に応じた除間伐の施業、それから収入

間伐、そして皆伐によります立木販売、その一連の施業管理を計画的に実施することが収益確

保につながるものと考えております。しかしながら、令和元年度より取り組んでおります森林

経営管理制度によります森林の調査におきましては、森林の施業管理が思った以上に進んでい

ない現状が見られます。こういったところの課題が見えてきたところでございます。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） 大切なところは計画的な施業管理であると。今課題も上げていただきました

けども、そうしたところを踏まえた上で、町として、今後森林資源を豊かな経営に持っていく

ために考えられる方策というものはどのようなものがあるのか、お尋ねします。

○議長（湊俊文） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 今後の方策でございますけども、森林経営管理が非常に大切でございま

すので、まずは、町有林をその手本としまして、計画的な施業管理を実施していきたいという

ふうに考えております。民有林につきましては、先ほど言いましたように、森林経営管理制度

を活用いたしまして、民有林の間伐等によります施業管理を進めていきたいというふうに考え

ております。以上です。

○議長（湊俊文） 亀岡議員。

○１番（亀岡純一） いずれにしましても、林業というものは５０年とか１００年とかいう先を見

ながらやっていくものであり、計画的な施業管理が必要であると。そういうところを言われた

んだろうというふうに思います。なかなかその方策、決定打みたいなものを見つけていくのは

難しいわけでありますけども、特に今、様々な方面からのアプローチ、チャレンジしていけば、

この森林の資源というのは、いろいろな使い方ができるのではないか、それを経営に結びつけ
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ていくことができるのではないかというふうに思います。先ほど紹介した本の中にも一部書い

てありましたけども、今は小まめな市場開拓を森林所有者の側が行うことで生き延びるしかな

いんだと。ニッチな市場ではあるが、小さい、狭いという意味でしょうか、市場ではあるが、

隙間産業みたいなものでしょうか。それは実は隠された大きな市場でもあるかもしれないとい

うふうに書かれてありましたが、非常に難しい中でもどこか何か、そこに活路を見いだしてい

くという気持ちを持って取り組んでいけば、そこにほかの誰かがまだ気がついてない市場につ

いても見つけ出すことができるかもしれない。そういうことを考えながら、何とかして、これ

だけ広大な山林、森林、資源を町の有効な宝として活用方法を見つけていくことができればい

いんじゃないかというふうに思いまして、私の質問を終わらせていただきます。

○議長（湊俊文） これで亀岡議員の質問を終わります。暫時休憩をとります。２時５０分までと

します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ２時 ３９分 休 憩

午後 ２時 ５０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。８番、梅尾議員の発言を許します。

○８番（梅尾泰文） ８番、梅尾泰文であります。さきに通告をしております１点について今回は

質問をさせていただきます。タイトルは、これからもお米づくりはできるのか、という優しく、

分かりやすいタイトルでありますが、中身はなかなか厳しゅうございます。丁寧なご回答をお

願いしたいなというふうに思っております。まず、１２月の議会の一般質問で、日本の農業は

守れるのか、というタイトルで質問しました。その冒頭で、北広島町の基幹産業は農業である

と切り出したわけであります。全国的に農業者人口は高齢化し、担い手がいないため減少して

いる。米価は下がっているのに農業資材や機械、肥料等は下がっていない。農業だけで生活で

きる所得保証がない。そういう質問をしたわけであります。農林課長からは、次のような回答

があったわけであります。全国的な動向は、農家戸数や収穫数の減少となっている中、北広島

町の農家戸数は、わずか減っているが、経営規模は増加しているというふうに答弁をされて安

心したところであります。このことは、北広島町の農家や行政、農協の努力によって米づくり

が継続し、支えてこられたというふうにも考えているわけであります。しかし米づくりをする

意思があっても、ほ場に水が届かなければ水稲栽培はできないわけであります。水稲栽培の水

の確保は基本中の基本であるわけでありますが、井堰の堰を止めて、水を農業用水に乗せると

いう堰でありますが、その井堰が経年劣化するなどによって改修せざるを得ない状況に来てい

るということであります。そこで今回は、大変大きな問題である水稲の水元である井堰のこと

について町としての認識と、今後の状況について考えをお聞きしたいというふうに思います。

水の確保には、固定堰、頭首工というんだそうでございますが、コンクリートで作ったような

ものなのかなというふうには思います。それと可動堰、これは動く堰でありますから、今、千
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代田地域を中心に非常に多く見受けられるゴム井堰等があるわけであります。このものはゴム

堰、ゴム引布製のチューブに空気を入れて起伏させるゴム引布製起伏堰というんだそうでござ

いますが、分かりやすくいえば、大型のタイヤチューブで河川の右岸と左岸をくっつけて、そ

れに空気を入れて膨らませて上流から来る水をせき止めて用水に乗せるという、風船ダムであ

りますが、そういうものがいくつもあるわけであります。そこで、水稲栽培に必要な施設であ

るわけでありますが、そのゴム製の堰の種類と、町内にそのゴム堰はいくつ設置をされている

か、まず、お聞きをしてみたいと思います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 頭首工に関連することですので、建設課からお答えいたします。議員ご

紹介のゴム引布製のチューブに空気を注入、排出することで、起こしたり倒したりする、いわ

ゆるゴム堰の種類は、ゴム引布製起伏堰の１種類です。名称としては、ラバーダム、バルーン

ダム、ファブリダム等の名称がありますが、これは各製品企業の登録商標等による通称でござ

います。町内のゴム堰は、全てゴム引布製起伏堰で、大朝地域に１か所、千代田地域に１６か

所の計１７か所でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） この質問は、これまで２年ぐらい前にゴム堰のことについて質問した同僚議

員がおられますけども、そのときの回答は、１６というふうにお答えをされておりますが、今

は１７ということで１つ増えたようですが、新しく建設されたんですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 再度建設課のほうで現地、志路原川、それから江の川、それから冠川に

設置されている箇所を調査させていただきました。どうも１か所、名盤がなかったことによる

見落として、冠川にある１つだと思われますけども、合計、現地の調査を再度させていただい

た結果、先ほど申し述べたように、計１７か所の設置を確認させていただいたところでござい

ます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 私もこの質問をする前に、課長とお話をして、どういう所にあるかなと聞い

たところ、大朝地域に１つ、あとは千代田地域だということでありましたから、江の川、冠川、

志路原川、全て電気ポンプ、ポンプが置いてある所の川をずうっと右岸、左岸を回りまして数

数えたら、今課長がおっしゃったように、全部でゴム堰は１７あったということを確認してお

るわけであります。このゴム堰は、言うてみれば、この千代田地域には非常に多いんでありま

すが、他の地域にはなかなか見ることができんのかなというふうに思うわけですが、まず、そ

のゴム堰の特徴というのを、特徴があってつけようというふうになったから、これだけの数が

あるわけでありますから、そのデメリット、メリットについてお聞きをしてみたいと思います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） ゴム堰の特徴として、メリットは、耐久性があり、地震に強く、多様な

河川断面に、いろんな河川の幅に対して適応可能で、かつ小型から長大な河川幅に施工が可能

なこと、また、大雨時には自動で倒れますので、人命に対する点、それからゴム堰を起こす時

には、河川内に入らずに操作が簡単であること、また、他の可動堰でスチール製等の起伏式の

ゲートなどがありますけども、そういった施設では可動時には必要な作動油を使用しないこと

で、油漏れがないことなどが上げられており、また、その他の可動堰に比べ、工事費が安価で
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あることでございます。デメリットは、大規模維持修繕時には、取水や河川の流れを妨げない

ような大規模の仮設工事が必要となり、修繕費用がかさむこと、また、倒れるたびにゴム堰を

起立させるための電気代がかかることなどでございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） メリットもデメリットも報告していただきましたけども、これから質問をし

ていく中で、本当にそうなのかなと、本当にメリットがあるのかな、デメリットなのかなとい

うことは次第に分かってくるだろうというふうには思いますけれども、まず、質問を続けてみ

たいと思いますが、ゴム堰による生態系、水中に生活する動植物等の影響はあるのかないのか、

そのことも考えて設置されたんだろうというふうには思いますが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 生態系への影響ではございますが、ゴム堰が倒れる時における堆積土の

変化や起こす時の水量の減少などにより魚等への影響の懸念はありますが、現在のところ、生

態系への影響があったとの報告は受けておりません。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 報告がないということを良しとしておられるということなら、そういう回答

でしょうが、一旦落ちた物を膨らまそうと思ったら時間がかかるわけですね。その間、下流に

水は一滴も流れんというのが普通考えられます。その時に、その下流に住んでいる魚等はどこ

へ行けばいいのでしょうか。上流に上がるんですか。いかがですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 以前、一度に上流下流のゴム堰を同時に上げないようにというお願いを

された経緯はあります。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 言われることが分からないでもないんですが、単独で風船を膨らまそうとい

うた時には、その下流には何時間か、３０分か分かりませんが、その間、水は流れんのであり

ます。そういうふうなことも考えながら、ある井堰では、魚道という、魚に聞いたんじゃない

でしょうが、魚道が作られて、ここを通ったら、上流に上げれたり下流に下るんじゃというふ

うなことを言われたことがありますが、魚と相談したわけじゃないんでありますが、どっちに

してもそういう苦情を聞いてない、相談を聞いてないというふうなことで、今は済まされてい

るのかなというふうに思いますが、質問は続けます。その設置されているゴム堰は、私もずっ

とそれぞれのところを見て回って、設置者が誰かというのを知ってますけども、設置者はどな

たですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 議員ご質問の設置者は誰かということでございますが、各ゴム堰、今ま

で固定堰であったものは、今までの河川改修等による補償工事として河川管理者である広島県

が施工しておりますが、様々な事前協議等がございまして、施設完成後に受益者である各水利

組合に引き渡されており、そういった意味では設置者は各水利組合となっております。以上で

ございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） そのような契約書とか協定書とかいうのをはっきり、譲渡しますというふう

なものがあって回答しておられるんですか。
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○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 今手元にあるのは、一部の河川工作物の移設についてという協議書等で

ございますけども、建設課のほうで、冠川系統とか、江の川の大朝の系統とかというのは保管

しているところは確認しております。全てではございませんけど。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） ４１年前にできた施設もありますし、１２年前に設置された施設もあります

から、その間、設置者は広島県西部建設局とかいうふうに書いてありますが、その中身の中に、

本当に譲渡すると。水利組合の方たちは、完成された時に風船を膨らせる、あるいは管理をす

る、そして用水路に乗って用水路の管理をするというのは自らが自分たちの努力で管理をせに

ゃならんのだということは意識をしておられますし、そのことを忠実に守っておられますが、

こと、このファブリダムの耐用年数は２０年から４０年というふうに言われています。もう既

に４０年を過ぎたゴム井堰はもう２つはあるわけでありまして、その２つを調査し、聞いてみ

ますと、いずれもゴムがパンクをしてパンク修理をしている所がございます。一番古いのは、

修理をするのにどのぐらいかかるかなという見積りも取っておられますけども、そのゴムの厚

さが４．１ミリ、もともとが。それが４０年その上を、風船の上を水が流れ続けるということ

で、かなりそれは磨耗するんですね。パンクをすると。そのことは当然ご存じだろうというふ

うに思うわけですが、施設を設置をした広島県がそれこそそのことが必要になくなって、使え

なくなった時に、水利組合の方たちに譲渡したから、あんたたちが何とかせえという話には、

当然ならんというふうに私は思うんですが、いかがですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的に農業用施設である頭首工、水路、ため池等に関しては、受益者

の方で管理、維持修繕していただくのが原則であると考えております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） まず私は、一般質問の質問書を２月の２２日までに出してもらえばいいです

よというてもらってるところを、できるだけ早くに私の質問書を提示して、いろいろな調査も

せにゃいけんだろうし、県のほうにも調査してもらわにゃいけんだろうしということで、まず、

今１６ある井堰についての井堰から入っていく水の入る範囲のほ場の面積と戸数について一覧

表を欲しいということで、私は３週間前には出したわけですから、当然そのものは調査ができ

ているだろうというふうに思いますが、いかがですか、今出ていませんが。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 建設課で把握している水利権者数と耕作面積は、現在まで届出が必要で

ないことから把握しておりません。ただし、今まで慣行水利権の関係で昭和３９年に新河川法

が制定されました。その時に農業用水とかの固定堰については、許可等の届出指導がありまし

たので、それ以降、その時も受益戸数の記載等が必要とされておりませんでした。よって、建

設課においては、頭首工の管理者から受益戸数とか受益面積の報告がない場合が多くございま

して、把握ができておりませんが、現在分かっている所であれば、１７のうち１町にも満たな

い受益戸数の頭首工があるという所から、最大では５０町超える受益を持っておられる、また

受益戸数でいえば、１０戸前後の受益の井堰があったり、５０戸前後のというふうに様々な箇

所があることは分かっておりますけども、詳細についての数字に関してはお手元に配付できる

ような状況ではございません。以上でございます。



- 71 -

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） ここは本会議の場でありますし、一般質問でありますし、一般質問の場合、

通告をするということが必要であります。通告の文書の中に一覧表の提示を求めるというふう

に私は書いたわけです。かなり早く提示をしたということは、それぞれの組合さんのほうに、

連絡をとって調査をされるというような段階は当然あり得ると想定したがために、本当に早く、

親切に好意的に出したわけですよ。ただ、そのものが保管されてないということで、それは古

いデータが欲しいわけじゃありません。昭和三十何年のデータをもらってどう判断すればいい

んですか。そういうことでしょ。ですから、そこのところを私は先日、個人的に言いますけど

も、課長と話をした時に、今と同じような答弁をされたから、本会議の中で私は言わざるを得

んようになりますよと言うたわけでありますが、これは、私はこの問題は、今日のうちにきっ

ちりしときたいと思いますけども、また９月にも、１２月にも、宿題が残っていたものは必ず

その宿題を求めてやろうという決心をしておりますから、今日のところは、全体の状況だけに

終わるかもしれませんので、準備しているものはたくさんありますが、余りきつく言い過ぎる

ということは、私も控えたいというふうに思います。できるだけこれからも好意的に何がした

いのかということをご理解の上、取組と答弁もお願いしたいというふうに思っております。

それで、先ほど私のほうからもちょっと言いましたが、このゴム堰というのは、全国的には、

千代田地域では一つのはやりだったかもしれませんが、全国的にはどういう状況ですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 従来の頭首工からゴム堰が最初に昭和３９年に初めてできました。その

特徴である流水疏通の確実性、施工の容易性、工期の短縮、維持管理等の容易性、安全な場所

で操作できるというところが注目されて、２０００年ぐらいまでには全国で２０００か所ぐら

いできたというところまでは調査できたんですけれど、それ以降、いろんな方面、関係機関に

聞いたんですけども、全体数を把握しているというお答えは、県とかに聞きましたけども、お

答えがありませんでしたので、すみませんが、そういった個数でございます。その経過でござ

いますけども、先ほどのご質問でも述べたとおり、災害復旧の関連で河川の改修を行った時に

補償工事として可動堰、ゴム堰になった経緯がございますが、その時に広島県が策定しており

ます河川改修マニュアルで、川の勾配やそれぞれの頭首工の取水量や災害防止のための洪水到

達時間等を検討して、原則としては起伏式の可動堰、いわゆるゴム堰を採用されたという経過

でございます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 一つのはやりであったというふうにも考えられんのでありますが、２０年か

ら３０年持つものであるし、取り付ける時には、簡単だよ、あるいは上流から水が大量に流れ

てくると、その水位を超えれば風船がぴしゃっとへっこんで、あとまたコンプレッサーで空気

を送り込めば、また膨らましたい時に膨らむよという簡易というか、便利さの上に成り立って、

県であったり町も含めて、水利権者も含めて納得されたという経過があるんだろうと思います

が、今、ことここに来たら、もうやり替えなならんという時期に今来とるわけですよ。後から、

１７のうちの１つの例を申し上げますけども、その堰は今風船を潰しとってんですよ。風船を

膨らしたら、空気が漏れるのが分かってますから、用水が必要になった時に、もう４月になっ

たら用水が必要になるだろうというふうに想定できますが、その時にパンク修理をして、膨ら

まして水を入れようということで今耐えてるんです。それはあと、具体に質問いたしますけど
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も、そういうふうな状況であります。この風船をやり替えようと思ったら、どのぐらいのこと

になるんかというのを今から説明をせにゃいけんわけでありますが、そこに入りましょう。機

械室があって、そこで空気を入れたりするコンプレッサーかなんかがあったりして膨らますわ

けでありますが、今から私が言う１つの例は、役場周辺まで水を運んでくれている今田からな

んですけども、約２ｋｍぐらいずうっと役場じゃなくて、千代田の新地という地域を通って、

十日市を通って、有田を通って千代田病院のほうまで来るという、延べ２ｋｍぐらいある所な

んですが、そのダムは、志路原川ファブリダムというふうに表示板に書いてありまして、規模

は、高さが１．５ｍ、川床幅が３９．０ですから、右岸・左岸の幅が３９ｍあるという、かな

り幅も広いわけでありまして、形式は空気膨張式と書いてあります。設置は、昭和で書いてあ

りましたから、昭和で言いますけども、昭和５７年の３月、今からちょうど４０年前ですね。

施主は広島県加計土木事務所です。それから製作、東部建設株式会社、住友電気工業株式会社

というふうにはっきりとプレートに、今のとおりの表示がされています。他の１６についても、

１つはなかったわけですが、ほとんどこういうふうに全て表示をしてあります。この施設は機

械室内のパイプの錆で、エアーが漏れて修理したと言われておりました。そのことには役場の

職員も、建設課の職員でしょうが、立ち会われたというふうにお聞きをしております。問題は

ここから先、大変な状況をお伝えせにゃいけんのでありますが、この経費を誰が負担するのか

という協議もその時されたようであります。先ほど課長が言われたのは、それ受益者が応分の

負担という意味だったんか、いやいやそれは全部よという意味だったんか、後者ではもちろん

ないと思いますけども、幾らか負担をせにゃならんのだろうということであるのかなというふ

うに思いますが、その話は後にして、ちょっと続けて言ってみますよ。そういうふうな状況で

あります。結果は、今の本体を直すという経費ではなくて、錆が来たりした分のパイプの修理

等をした分は、結果は、土地を持っている、ここは２６戸の方が耕作しているんじゃなくて、

人に預けた部分も含めて自分が管理せにゃいけんけということで、２６戸の水利権者で負担額

を割り算をされて支払いをされたそうであります。金額も聞きましたが、ここでは言いません

が、そういうことをして、そういう部分では、水利権者が、それこそ自分たちのしなくちゃな

らない作業と労働力と経費は見てきているということであります。それが本体を直すというふ

うなことに至るとすれば、それは急に百姓はできゃせんし、手を上げるようのというふうな状

況には必ずやなるだろうというふうに思っているところであります。そういうふうな状況であ

りますが、これから再設置をしなくてはならない、そうしないと田んぼに水が入れられないか

ら、水稲を作ろうと思えば、それは大変なことですよと。じゃあ水稲じゃなくて、陸稲にすれ

ば、水がえっと要らんけいいじゃないかという話もあるかもしれませんが、水稲は少なし、水

が引かんわけですから、できないというふうになると思いますが、今のような状況は当然もう

役場の方もその場に立ち寄ってもらったわけですから、ご存じだろうと思いますが、どういう

ふうにお考えになられますか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 議員ご紹介のゴム堰については、建設課のほうに何か補助事業がないか

ということで、現在のところ、地域施工支援事業での観点から現地を調査させていただいた経

緯がございます。様々な国県補助事業がございますけども、国の施策、県の施策に合った要件

でないとそういった補助金はいただけませんので、その他の事業、現在調査中ではございます

が、様々な事業がございます。それと、あと流域治水対策の関係で、令和４年度から、実はい
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ろんな省庁の補助金事業の要件、要綱等が変わるという情報が来ておりまして、現在、その要

綱、要件については情報収集中でございます。その中で、もし適性な事業があればご紹介させ

ていただきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 様々な事業があるけども、その事業にどのような形で乗っかれるかどうかと

いうのは、検討もしてみにゃいけんのという意味だろうと思いますが、一番最初にゴム堰のメ

リットとデメリットを聞いた時に、メリットの中に安価であるという言葉が出たと思いますが、

その安価というのが、今のことに当たらんのでございますよ。デメリットならいいんですよ。

その当時たまたま、事業費が無料であったから安価だというふうに言われるのか、耐用年数が

２０年から３０年だよ、４０年持ったんなら、よく持ったねというふうに、ダムを管理すると

いうか、ゴムの修理等に関わっている会社の人が、よく持ったねというふうに言われたんです

が、その方が言われるのに、億の金額がかかるような、新たにそのものを作ればですよ。いう

ようなことを言われたわけでありますから、当然耐用年数があって、いつかは経年劣化をする

だろうという、誰が見ても明らかなわけであります。その時にそのものを誰が再建築するのか

ということは、当然水利権者の方は思ってもいないと思いますし、私は何件もの水利権者の方

たちとも話をしましたが、それは維持管理は当然するが、作ったら、その分維持管理の中に入

るわけじゃないじゃないという話でありますから、私も全くそのとおりだというふうに思いま

すが、そこのところを踏まえて、制度がなければ、なかなか次々探してもらわないといけない

わけでありますが、まず、私は制度を探すというのは当然してもらわにゃいけんわけでありま

すが、私はなぜ、この問題は９月にも次の１２月にもしますよというふうに断言するかという

と、ここの町にお米を、農業は基幹産業であるいうて国会中継でも言うんですよ。国会議員が

言うんですよ。でも水が入らんかったら、とても作る人はいない。今の米の価格で、水を入れ

てでも自分らが負担してでも、それは何割か分かりませんが、負担してでも米を作るような時

代じゃない、今でも人に作って、頼んでお願いしよるんじゃと。さっき言いました、水利権が

２６戸ありましたけども、その２６戸のうち、自分で作っていないけども、人に預けてるから、

その割り算だけは支払いますよということはしよってですが、新たにこのようなことの多額の

金額負担をされるということになったら、哀れなことになりますが、水田はなくなります。作

ろうという人はいません。それは山のほうから、小さい水元を頼りにして作る農家はあるかも

しれませんが、圃場整備をして今のゴム堰から入ってくる水で作っている人は、方法を変えな

い限り水稲を続けることはできない。哀れな北広島町、千代田地域になるのは、私はまず間違

いない。誰と話をしても、そのような答えしか返ってきません。ですから、私は最後にも、こ

れは町長にも聞かにゃいけんわけですが、何ぼきれいごとを言うても、緑の町が、ふるさとが

なくなって、茅があっちにもこっちにも生えて雑草が繁茂して、高速道路から見ても、これは

どこの町なら、どうなってるんだ、廃墟じゃないかというような本当に哀れな話になりますけ

ども、そういう状況が目の前にあるんです。ですからそういうことをしないために、まずは、

それこそ努力をしていただき、いろいろな情報を集めていただき、そういうふうにならんよう

な施策をまず見つけていただく。いやいや、それは国やら県が出さんいうんなら、町で何とか

するよという時代、そういうことにもならないというふうには思いますが、それにしても、本

当に田んぼで米が植えられてない、作られていない、そういう状況だけはあってはならないと

いうふうに思うわけであります。ですから、今日のところは、私は今の状況をお伝えしながら、
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取り組むべきことを取り組んでもらうということを受けながら、それから少しずつ、今まで提

示を求めていた資料等もらいながら、一緒にまた考えていかにゃならんことだと思います。ま

ず、課長いかがですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 議員のご質問ですけども、先ほども申しましたように、農業用施設は用

水路、排水路、ため池等もございます。ため池に関しては、受益者分担金１０％をいただいて、

これまでも老朽化の緊急ため池事業を行ってまいりました。農業施設は受益があることから、

受益者負担の原則で分担金徴収条例に基づいて、様々な事業で負担金の割合を決めさせていた

だいております。ただ、適用できる補助事業によっては、それ以下の負担金で済む事業もござ

います。今後とも調査研究を重ねてまいりまして、最適な事業を見つけてまいりたいと思って

おります。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 基本的な方向性というのは、今、課長が言った状況であるかもしれませんが、

その基本的な考え方に何人かで割り算をせにゃいけんのんかということ、あるいは、割り算を

する金額がどのぐらいなのかということによって、何ぼ基本的な方針が決まってたにしても、

もう作れません、作りません言うたら、終わりなんですよ。何ぼきれいごと言うてもらっても、

手を上げるというのは、表現が悪いですが、作らない、作りますというのは、今の社会情勢の

中でつくられた一つのシステムでありますから、いやいや米が、３０ｋｇが６０００円よとい

うようなことじゃなくて、いや、あれが１万８０００円という状況であるんなら、まだ、今か

らでも息子にやれやということも言えるだろうし、何ぼか先祖のものを荒らしちゃいけんでと

言うて今までずうっと頑張ってきた人たちも、それこそ負担が少なくて、やっぱり自分で自分

の土地を荒らすというような、誰だって好んでやろうというふうには思わんわけです。それが

そうは言うてもいきにくいという状況がありますから、言うてみれば、割り算というか、負担

をする額が自分の家計の財布の中から出せるかどうかというところは、その農家の方が判断さ

れるわけであります。そこのところを、これからも私は引き続いて農家の皆さんの声を伝えて

いきたいというふうに思いますが、町長、全体的に今私が言うたのが、ちょっと余り表現も悪

かったかも分かりませんし、涙が出るような話になるかもしれませんが、この町のことを思い、

本当は、ここだけの町のことだけじゃないと思います。今は、私はゴム堰のことを言いました

けども、頭首工、固定堰ももちろんありますし、同じようにお金がたくさんかかるか、少ない

のかというのは分かりませんけども、そういうことからすれば、用水路に水を乗せて水稲を作

るという作業全体を見た時に、この町がどういう姿になっていくのか、いや、こういう姿にな

らしちゃいけんのだ、そのためには、こういうことをせにゃいけんのか分からんのうというふ

うなことが欲しいわけでありますが、いかがですか。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） これは大きな課題であるというふうには認識をしております。ただ、固定堰

にしろ、可動堰にしろ、ある程度の自己負担というものはいただかにゃいけんだろうというふ

うに思いますけども、そこは知恵を出していかにゃいけんというふうに思っております。多面

的機能支払の中で長寿命化というので、別枠のものがありますけども、そういったものがどこ

まで使えるか、あるいは、先ほど課長も申し上げましたけども、流域治水の考え方で、防災減

災、そうした考え方の中で、可動堰のほうが被害が少なくて済むということもあります。そう
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したところも総合的に判断しながら、これ県、国のほうには要望はして、今までもおるわけで

ありますけども、具体的な議論を積み上げさせてもらおうというふうに思っております。まだ

解決策が見つかってるわけじゃありませんけども、大きな課題であるというふうに認識して、

議論を進めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） いい方法をまた見つけてもらわにゃいけんわけでありますが、いずれにして

も、もうパンクを修理して使おうというふうな、そういう時期に来ていますから、もう何年も

の猶予はございません。農業センサス等で、この水系でいうたら、どのぐらいの農家数があっ

て、面積あるというのは農林課のほうかもしれませんが、そういうふうなことも含めて課が一

つになって、いろいろな課題に取り組んでいくということをお約束していただきたいというふ

うに思いますが、いかがですか。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） ただいま申し上げましたように、流域治水という考え方は、農林は当然です

が、建設も、そして関係するとこがいろいろ、国のほうもそうでありますけども、連携して進

めてはじめて効果が出るものでありますので、当然一緒になって検討していくということにな

ろうと思います。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 一つの堰の人たちが来て、どうじゃこうじゃということも当然あるだろうと

思いますけども、トータル的に見て、この町に今どれだけの堰があるんだと。全部で言うたら、

固定堰も含めたら１８６堰あるとかいうようなことも以前聞いたことがあるわけですが、そう

いうことも含めて、北広島の米づくりについて熱い思いを持って取り組んでいただきたいとい

うことを申し述べて終わります。

○議長（湊俊文） これで梅尾議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議はこの程度に

とどめ、明日１１日に延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議なしの声

あり）

○議長（湊俊文） ご異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会といたします。なお、明

日の会議は午前１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ３時 ３３分 延 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


